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５年目迎えた豊中市・本学連携のサウンドスクール事業 
第２１回学生オペラ「コジ・ファン・トゥッテ」ほか 

声楽専攻生と校歌を合唱する大学卒業生（３月２５日　オペラハウス） 

２月１３日オペラハウス 
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本
田
教
授
　
サ
ウ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
事

業
は
、
淺
利
市
長
が
市
教
育
長
の
頃
か

ら
の
構
想
で
す
。
０６
年
度
は
１１
月
ス
タ

ー
ト
で
し
た
が
、
小
・
中
学
校
１９
校
で

学
生
、
教
員
ら
の
派
遣
人
数
は
延
べ
９５

人
。
０８
年
度
に
は
幼
稚
園
を
含
む
５０
校

園
で
延
べ
１
６
６
人
。
初
年
度
と
比
べ

る
と
学
校
、
派
遣
人
数
と
も
大
幅
に
増

え
て
い
ま
す
。 

　
淺
利
市
長
　
昨
今
の
行
財
政
環
境
の

厳
し
さ
は
本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
学
校
園
で
の
取
り
組
み
以
外
に

も
、
市
役
所
第
二
庁
舎
や
豊
中
病
院
で

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、

音
楽
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
潤
い

を
感
じ
て
い
た
だ
く
文
化
事
業
も
進
め

て
い
ま
す
。 

　
中
村
学
長
　
音
楽
は
心
に
余
裕
を
与

え
る
こ
と
で
は
重
要
で
す
。
音
楽
が
な

く
て
も
セ
レ
モ
ニ
ー
は
出
来
ま
す
が
、

音
楽
で
人
の
心
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
文
化
は
人
の
気
持
ち
に
触
れ

合
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
淺
利
市
長
　
豊
中
の
地
に
音
楽
大
学

が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
施
設
と
人
が
お

ら
れ
る
。
豊
中
市
と
し
て
も
、
こ
の
こ

と
を
外
に
向
け
発
信
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

阪
音
大
前
の
道
路
（
穂
積
菰
江
線
）
が

整
備
さ
れ
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
が
、

も
う
一
つ
、
音
大
通
り
に
つ
い
て
何
か

仕
掛
け
が
で
き
な
い
か
、
内
部
で
検
討

し
て
い
ま
す
。 

　
中
村
学
長
　
大
阪
音
大
の
あ
る
庄
内

と
い
う
庶
民
的
な
町
に
芸
術
・
文
化
は

そ
ぐ
わ
な
い
と
言
わ
れ
る
人
が
い
ま
す

が
、
私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
地
域

か
ら
孤
立
し
て
音
楽
を
や
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
サ
ウ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
事
業

を
始
め
、
請
わ
れ
れ
ば
商
店
街
で
も
ど

こ
で
も
出
か
け
て
、
そ
の
人
た
ち
か
ら

大
阪
音
大
を
誇
り
に
思
っ
て
頂
か
な
い

と
、
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
意
義
が
な

い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
淺
利
市
長
　
サ
ウ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
事

業
で
良
い
出
会
い
が
出
来
、
そ
の
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
音
楽
を
好
き
に
な

っ
て
い
く
。「
音
楽
は
心
合
わ
せ
し
な

い
と
出
来
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
よ
く

分
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
中
村
学
長
　
大
ホ
ー
ル
で
一
流
の
演

奏
を
聴
く
の
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す

が
、
教
室
な
ど
で
は
年
齢
の
近
い
学
生

が
目
の
前
で
演
奏
し
て
く
れ
る
。
そ
の

姿
を
子
ど
も
た
ち
が
見
る
こ
と
で
、
本

当
に
良
い
出
会
い
が
出
来
る
の
で
は
。 

　
淺
利
市
長
　
確
か
に
ホ
ー
ル
に
行
く

こ
と
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
醍
醐
味
で
す
が
、

学
校
の
音
楽
室
の
中
で
、
例
え
ば
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
の
演
奏
を
目
の
前
で
聴
か
せ

て
も
ら
う
と
感
動
し
ま
す
。 

　
中
村
学
長
　
本
学
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

は
日
本
で
も
有
数
の
施
設
で
す
。
小
さ

な
教
室
で
感
動
し
た
こ
と
を
、
こ
の
ホ

ー
ル
で
ま
た
違
っ
た
形
で
聴
い
て
い
た

だ
く
。
そ
の
こ
と
で
、
世
界
が
ど
ん
ど

ん
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
淺
利
市
長
　
音
楽
の
良
い
面
を
考
え

ま
す
と
、
じ
っ
く
り
聴
く
子
ど
も
は
物

事
を
じ
っ
く
り
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。
知

識
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
ト
ー
タ
ル

で
人
間
性
を
育
て
ら
れ
る
の
が
音
楽
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　「
音
楽
が
あ
ふ
れ
る
学
校
園
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
０６
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
豊
中
市
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
事
業
。
子
ど
も
た
ち
が
本
物
の
音
楽
と
接

し
た
り
、
知
っ
た
り
す
る
こ
と
で
豊
か
な
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
市
教
育

委
員
会
と
大
阪
音
楽
大
学
が
協
働
で
取
り
組
み
、
１０
年
度
で
５
年
目
を
迎
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
２
月
８
日
、
淺
利
敬
一
郎
市
長
と
中
村
孝
義
理
事
長
・
学
長
が

学
長
応
接
室
で
対
談
。
近
い
将
来
、
さ
ら
に
市
民
も
巻
き
込
ん
だ
「
音
楽
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
の
展
望
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
語
り

合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
司
会
は
同
市
教
育
委
員
も
務
め
る
本
田
耕
一
教
授
。 

サ
ウ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
語
り
合

う
右
か
ら
本
田
耕
一
教
授
、淺
利
敬
一

郎
豊
中
市
長
、中
村
孝
義
学
長 

５年目迎えた豊中市・本学連携のサウンドスクール事業５年目迎えた豊中市・本学連携のサウンドスクール事業 ５年目迎えた豊中市・本学連携のサウンドスクール事業 

対　談 

淺
利
敬
一
郎
豊
中
市
長 

中
村
孝
義
　学
長
（
理
事
長
） 

　
司
会
　
本
田
耕
一
教
授
（
市
教
育
委
員
） 

音
大
通
り
の
仕
掛
け
模
索 

ど
こ
で
も
出
か
け
て
演
奏 

淺
利 

市
長 

中
村 

学
長 

音楽あふれる学校園・まちへ 
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中
村
学
長
　
ゆ
っ
く
り
と
音
楽
に
耳

を
傾
け
る
環
境
で
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
は
演
奏
を
聴
く
感
性

を
持
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
す
。 

 

音
楽
と
図
書
館
充
実
が
特
徴 

　
淺
利
市
長
　
学
校
図
書
館
の
充
実
と

と
も
に
、
音

楽
あ
ふ
れ
る

学
校
園
づ
く

り
は
、
豊
中

の
学
校
教
育

の
特
徴
で
す
。

人
間
が
育
っ
て
い
く
、
豊
か
な
情
操
を

持
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
る
、
と
い
う
の
は
音
楽
だ
っ
た
り
、

読
書
だ
っ
た
り
。
そ
の
こ
と
で
、
社
会

に
出
た
時
に
人
間
と
し
て
の
広
が
り
が

出
来
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
と
い
う
す
ば
ら
し
い
施
設

を
通
じ
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
興
味
・
感

心
を
持
つ
層
が
増
え
る
の
は
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
ね
。 

　
中
村
学
長
　
音
楽
を
聴
く
に
し
て
も

や
る
に
し
て
も
、
心
を
通
い
合
わ
せ
な

け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
で
す
。
合
唱
や

合
奏
を
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

子
ど
も
は
、
相
手
の
心
が
読
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
経
験
す
る
こ
と
で
、
相
手
の

気
持
ち
を
お
も
ん
ば
か
ろ
う
と
い
う
こ

と
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。 

　
淺
利
市
長
　
一
緒
に
演
奏
す
る
環
境

を
、
小
さ
な
時
か
ら
整
え
て
い
く
こ
と

が
人
を
育
て
ま
す
。 

　
本
田
教
授
　
自
治
体
が
大
学
と
連
携

す
る
サ
ウ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
事

業
は
、
今
の
と
こ
ろ
全
国
的
に
も
豊
中

市
が
唯
一
で
、
府
内
の
他
の
自
治
体
か

ら
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
我
々
の
ま
ち
へ
も
来
て
ほ
し
い
、
と

の
要
望
も
あ
り
ま
す
。 

 

幾
つ
も
の
出
会
い
あ
り
成
立 

　
中
村
学
長
　
こ
れ
は
幾
つ
も
の
出
会

い
が
あ
っ
て

成
立
し
た
こ

と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
条
件

が
重
な
り
合

わ
な
い
と
出

来
ま
せ
ん
。 

　
淺
利
市
長
　
学
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

大
学
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
陰
で
音
楽
を
市
民
の
共
通
項

と
し
て
「
音
楽
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
っ

か
り
し
て
い
け
ま
す
。 

　
本
田
教
授
　
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
昨
年

開
催
さ
れ
た
「
豊
中
子
ど
も
音
楽
祭
」

に
は
、
こ
れ
ま
で
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
存

在
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
足
を
運
ん
だ

こ
と
が
な
か
っ
た
り
し
た
人
た
ち
で
ほ

ぼ
満
員
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
サ

ウ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
事
業
の
推
進
や
音
楽

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
の
成
果
が
表
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
淺
利
市
長
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
出
演
し
た
豊
中
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
大
勢
の
前
で
日
頃
の
成
果
を

披
露
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
励
み
や

自
信
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。 

　
中
村
学
長
　
学
生
た
ち
は
聴
い
て
い

た
だ
く
こ
と
で
う
ま
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ

ー
ル
で
発
表
会
の
形
で
や
っ
て
い
る
演

奏
会
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
お
越
し

い
た
だ
き
、
叱
咤
激
励
し
て
も
ら
え
ば

と
思
い
ま
す
。 

 

催
し
の
ア
ピ
ー
ル
考
え
た
い 

　
本
田
教
授
　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
市

民
の
方
々
に

来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な

催
し
物
を
考

え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
ピ
ー
ル
の
方
法
も
模
索

中
で
す
。 

　
淺
利
市
長
　
音
楽
あ
ふ
れ
る
学
校
園

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が

１０
年
先
も
２０
年
先
も
、
日
常
生
活
に
定

着
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
一
歩
一
歩
着

実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
中
村
学
長
　
持
続
す
る
こ
と
が
力
に

な
り
ま
す
。
全
国
に
自
慢
で
き
る
も
の

と
な
る
よ
う
に
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

学
校
法
人
大
阪
音
楽
大
学
人
事 

　
理
事
長
　
中
村
孝
義
（
重
任
）
▽
理

事
　
十
川
輝
明
（
新
任
）
＝
以
上
４
月

１
日
付 

大
学
等
役
職
者
（
４
月
１
日
付
） 

　
大
学
学
長
、
短
期
大
学
部
学
長
　
中

村
孝
義 

　
【
学
長
任
命
職
】
大
学
副
学
長
　
武

藤
好
男
▽
短
大
副
学
長
　
本
山
秀
毅
▽

大
学
院
研
究
科
長
　
北
野
徹
▽
大
学
教

育
部
長
　
永
田
孝
信
▽
短
大
教
育
部
長

駒
井
肇
▽
学
生
部
長
　
谷
口
真
生
子
▽

研
究
部
長
　
山
下
豊
▽
図
書
館
長
　
米

山
信
▽
音
楽
博
物
館
長
　
藤
田
隆
▽
大

学
専
攻
科
主
事
　
芹
澤
佳
司
▽
短
大
専

攻
科
主
事
　
塩
谷
信
廣
▽
国
際
交
流
室

主
事
　
竹
田
和
子
▽
コ
ン
サ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
主
事
　
油
井
美
加
子
▽
Ｆ
Ｄ
統

括
主
事
　
藤
本
敦
夫 

　
【
理
事
長
任
命
職
】
自
己
点
検
・
評

価
部
長
　
松
本
昌
敏
▽
入
試
セ
ン
タ
ー

長
　
田
中
由
也
▽
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー
長
　
本
田
耕
一
▽
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
館
長
　
荒
田
祐
子
▽
音
楽
院

長
　
松
田
昌
恵
▽
音
楽
幼
稚
園
長
　
小

畑
有
子 

　
教
員
人
事
　
新
任
　
大
学
　
教
授
　

久
合
田
緑
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
▽
短
大 

　
准
教
授
　
晴
雅
彦
（
声
楽
）
　
助
教

藤
井
快
哉
（
ピ
ア
ノ
） 

　
名
誉
教
授
　
鹿
島
正
昭 

５年目迎えた豊中市・本学連携のサウンドスクール事業 
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大
阪
音
楽
大
学
と
同
短
期
大
学
部

は
０９
年
度
の
大
学
「
最
優
秀
賞
」
４

人
と
「
優
秀
賞
」
９
人
、
短
大
「
優

秀
賞
」
１１
人
を
選
び
、
中
村
孝
義
学

長
が
３
月
２５
日
の
卒
業
式
で
表
彰
し

ま
し
た
。
「
音
楽
社
会
活
動
賞
」
は

大
学
、
短
大
と
も
申
請
者
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

　
大
学
最
優
秀
者
賞
は
松
本
栄
成
さ

ん
（
作
曲
）、
小
林
峻
さ
ん
（
声
楽
）、

福
田
容
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
藤
田

紗
織
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）
で
す
。
４

人
は
１０
月
２７
日
に
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で

開
催
の
ザ
・
ロ
ー
レ
ル
・
コ
ン
サ
ー

ト
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。
大
学
、

短
大
の
優
秀
賞
は
次
の
皆
さ
ん
。 

【
優
秀
賞
】
大
学
＝
臼
井
直
美
、
高

瀬
悠
、
平
川
文
香
（
以
上
声
楽
）
▽

上
原
慎
太
郎
、
内
田
恵
梨
香
、
佐
々

木
茉
莉
子
（
以
上
ピ
ア
ノ
）
▽
小
橋

綾
実
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
▽
茶
円
清

正
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）
▽
山
　
清

花
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
▽
短
大
＝
　

田
幸
作
（
作
曲
）
▽
大
山
端
紀
、
澤

真
紀
（
以
上
声
楽
）
▽
近
藤
千
朱
、

下
浦
里
佳
、
林
由
佳
（
以
上
ピ
ア
ノ
）

▽
岩
田
智
沙
（
フ
ル
ー
ト
）
▽
外
山

舞
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
▽
新
家
華
織

（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
コ
ー
ス
）
▽
牛

尾
奈
津
美
、
浦
田
友
実
（
以
上
電
子

オ
ル
ガ
ン
コ
ー
ス
） 

　
付
属
音
楽
幼
稚
園
の
第
４３
回
卒
園
式

が
３
月
１９
日
に
園
内
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
今
年
の
卒
園
児
は
９９
人
。
小
畑
有
子

園
長
が
一
人
ひ
と
り
に
「
お
め
で
と
う
」

と
声
を
か
け
、
卒
園
証
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
後
、
園
長
が
挨
拶
に
立
ち
「
皆

さ
ん
は
幼
稚
園
で
、
諦
め
な
い
で
が
ん

ば
る
力
、
次
の
こ
と
を
考
え
て
準
備
す

る
魔
法
の
つ
え
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
小
学
生
で
す
。
こ
の
魔
法

の
力
を
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
、
す
て
き
な

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。 

　
純
白
の
木
蓮
が
春
雨
を
含
ん
で
ふ
っ

く
ら
と
揺
れ
る
３
月
２５
日
、
大
阪
音
楽

大
学
と
大
学
院
、
短
期
大
学
部
の
０９
年

度
卒
業
式
が
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
で
や
か

な
着
物
に
袴
姿
も
り
り
し
く
、
大
学
音

楽
学
部
２
６
２
人
、
音
楽
専
攻
科
３０
人
、

大
学
院
音
楽
研
究
科
８
人
、
短
期
大
学

部
音
楽
科
２
１
０
人
、
同
専
攻
科
２０
人

の
卒
業
生
、
修
了
生
が
式
に
臨
み
ま
し

た
。
中
村
孝
義
学
長
が
各
代
表
に
卒
業
、

修
了
証
書
、
学
位
記
を
授
与
、
大
学
最

優
秀
賞
、
大
学
、
短
大
の
優
秀
賞
な
ど

に
選
ば
れ
た
２４
人
を
学
長
表
彰
し
ま
し

た
。
式
辞
の
後
、
在
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
門
出
を
祝
い
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
大

学
祝
典
序
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
卒
業
と
は
人
生
に
お
け
る
重
要
な
節

目
の
一
つ
。
人
間
は
節
目
を
意
識
す
る

こ
と
で
、
発
展
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
１５
年
の

節
目
の
年
。
あ
の
時
被
災
し
た
方
々
の

心
を
慰
め
、
勇
気
を
与
え
た
音
楽
の
絶

大
な
力
を
、
こ
の
厳
し
い
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
み
な
さ
ん
に
も
自
覚
し
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
本
学
で
学
び
、
培
っ
て
き

た
一
人
ひ
と
り
の
音
楽
力
、
人
間
力
を

こ
れ
か
ら
最
大
限
発
揮
し
て
社
会
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。
は
な
む
け
に
「
不
可

能
な
こ
と
を
め
ざ
し
て
ア
タ
ッ
ク
し
な

け
れ
ば
、
お
よ
そ
可
能
な
こ
と
の
達
成

も
お
ぼ
つ
か
な
い
」
と
い
う
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。 

藤田紗織さん 福田容子さん 小林峻さん 松本栄成さん 

中
村
孝
義
学
長
か
ら
表
彰
さ
れ
る
短
大

優
秀
賞
の
み
な
さ
ん（
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
） 

０９
年
度
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
決
ま
る 

最優秀賞 

松
本

栄
成
さ
ん 

小
林　
　
峻
さ
ん 

福
田

容
子
さ
ん 

藤
田

紗
織
さ
ん 

付
属
幼
稚
園
は
９９
人
卒
園 

中
村
孝
義
学
長
　
式
辞 

音
楽
力
を
社
会
に
届
け
よ
う 

０９年度卒業式 
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大
阪
音
楽
学
校
は
１
９
２
８
年
（
昭

和
３
年
）
に
大
阪
市
東
区
味
原
町
（
現

在
の
天
王
寺
区
味
原
本
町
）
の
校
舎
隣

地
２
７
５
平
方
　
（
８３
坪
１
合
９
勺
）

を
買
収
し
て
木
造
３
階
建
て
を
増
築
し
、

旧
校
舎
に
継
ぎ
足
し
ま
し
た
。
授
業
科

目
な
ど
が
増
え
、
練
習
室
や
教
室
不
足

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
運
動
場
が
な
か
っ
た
こ
と
で

ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
、
数
々
の
問
題
も
起

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
後
に
現
在
地

の
豊
中
・
庄
内
の
地
へ
移
転
す
る
契
機

と
な
り
、
本
学
の
飛
躍
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
） 

　
増
築
し
た
の
は
校
長
居
住
室
、
練
習

室
、
教
室
な
ど
。
こ
れ
で
、
校
舎
の
室

数
は
旧
校
舎
３４
室
、
新
校
舎
３６
室
の
計

７０
室
と
な
り
、
一
時
期
で
し
た
が
、
校

長
一
家
も
こ
こ
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

永
井
は
「
校
舎
竣
成
の
感
」
と
し
て
「
回

顧
す
れ
ば
過
去
４
カ
年
の
苦
心
は
眞
に

夢
の
如
し
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

借
金
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
利
息
だ
け
で

「
月
々
ピ
ア
ノ
１
台
を
新
調
し
得
る
ほ

ど
」
で
し
た
。 

　
地
下
に
は
食
堂
も
あ
り
ま
し
た
。
日

の
当
た
ら
な
い
６
畳
ぐ
ら
い
の
広
さ
で
、

き
つ
ね
う
ど
ん
に
ご
飯
の
定
食
が
１５
銭
。

１
９
３
６
年
（
昭
和
１１
年
）
春
、
本
校

予
科
に
入
学
し
た
故
野
口
幸
助
（
同
窓

会
・
幸
楽
会
元
会
長
）
も
「
そ
の
定
食

が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
そ
う
で
あ
り

ま
す
」
と
書
い
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
話
を
裏
付
け
る
の
は
３６
年
に
専

攻
科
を
卒
業
し
、
９３
歳
の
今
も
大
阪
市

阿
倍
野
区
で
音
楽
院
を
経
営
し
て
い
る

近
藤
ヤ
エ
さ
ん
で
す
。「
う
ど
ん
と
か

軽
食
程
度
で
し
た
が
、
当
時
の
学
生
は

そ
れ
ほ
ど
口
が
肥
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
か
ら
、
い
ま
だ
に
お
い
し
か

っ
た
と
い
う
思
い
が
残
っ
て
い
ま
す
」 

　
校
舎
は
立
派
に
な
り
ま
し
た
が
、
運

動
場
が
な
か
っ
た
の
で
、
学
生
は
不
便

だ
っ
た
し
、
難
題
も
持
ち
上
が
り
ま
し

た
。
野
口
は
当
時
を
回
想
し
て
い
ま
す
。

「（
運
動
場
が
な
い
の
で
）
若
い
私
共

は
近
所
の
広
場
で
う
ど
ん
屋
の
出
前
持

ち
ら
を
相
手
に
、
野
球
の
試
合
を
よ
く

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
を
レ
ッ
ス

ン
の
先
生
が
通
り
か
か
り
『
君
レ
ッ
ス

ン
や
な
い
か
』
と
い
わ
れ
る
。『
先
生

い
ま
肝
腎
の
と
こ
ろ
で
す
。
も
う
一
寸

待
っ
て
下
さ

い
』
と
い
う

と
、
先
生
も

一
緒
に
な
っ

て
応
援
し
て

下
さ
る
。（
中

略
）
そ
う
い

う
具
合
で
先

生
と
学
生
の

間
が
非
常
に

家
族
的
な
ム

ー
ド
で
…
…
」 

　
運
動
場
を

巡
り
本
学
と
関
わ
り
が
出
来
た
の
が
水

川
清
一
で
す
。
永
井
に
請
わ
れ
５０
年
（
昭

和
２５
年
）に
理
事
長
、６５
年（
同
４０
年
）に

永
井
の
死
後
、
学
長
に
。
水
川
は
そ
の

い
き
さ
つ
を
複
数
の
出
版
物
に
書
い
て

い
る
の
で
、
そ
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。 

　「
昭
和
２２
年
秋
か
２３
年
の
初
め
の
頃

の
話
で
あ
る
。
新
し
い
学
制
が
施
行
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
阪
音
楽
学
校

も
新
制
の
音
楽
高
等
学
校
に
変
革
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時

の
音
楽
学
校
に
は
運
動
場
が
全
く
な
か

っ
た
。
運
動
場
が
な
け
れ
ば
高
等
学
校

に
認
定
せ
ら
れ
な
い
。
ま
さ
に
学
校
に

と
っ
て
は
一
大
事
で
あ
る
」 

　「
そ
の
時
私
は
大
阪
中
央
放
送
局
長

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
を
し
て
お
り
、
且
つ
高
等

学
校
開
設
に
つ
い
て
の
大
阪
府
の
審
議

委
員
を
し
て
い
た
。
校
長
の
永
井
幸
次

先
生
が
訪
ね
て
み
え
た
。
そ
し
て
私
は

ご
相
談
を
う
け
た
（
中
略
）。
先
生
と

私
の
そ
も
そ
も
の
つ
な
が
り
は
こ
の
『
運

動
場
』
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
出
来

た
の
で
あ
る
」 

　
永
井
は
音
楽
高
等
学
校
設
立
に
当
た

り
、
大
阪
音
楽
学
校
の
近
く
に
あ
る
貯

金
局
内
分
室
の
空
地
に
目
を
つ
け
ま
し

た
。
空
地
を
職
員
が
使
っ
て
い
る
の
は

日
曜
日
だ
け
。
そ
こ
で
、
平
日
は
学
校

に
貸
し
て
も
ら
お
う
と
水
川
に
交
渉
を

頼
み
ま
し
た
（
放
送
局
と
貯
金
局
の
所

管
官
庁
は
逓
信
省
＝
現
総
務
省
）。
し

か
し
、そ
の
土
地
は
貯
金
局
で
は
な
く
、

あ
る
銀
行
の
所
有
で
し
た
。
借
用
す
る

の
で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
住
宅
地
に
。

５１
年
（
昭
和
２６
年
）
の
短
期
大
学
設
立

時
に
は
府
立
高
津
高
校
裏
の
空
き
地
を

借
用
。
３
年
後
、
短
大
２
部
の
開
学
の

際
に
は
こ
こ
も
住
宅
が
建
ち
、
や
む
を

得
ず
真
田
山
公
園
を
時
々
使
わ
せ
て
も

ら
う
よ
う
な
状
況
で
、
移
転
せ
ざ
る
を

得
な
い
事
態
に
追
い
込
ま
れ
、
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
の
が
庄
内
で
し
た
。 

 

メ
ー 

ト
ル 

〈１２〉 

創
立
百
周
年
に
向
け
て 

写真◯上は旧校舎に継ぎ足した３階建ての新校舎（左の
部分）◯下は庄内学舎新築の地鎮祭で鍬入れをする永
井幸次学長（１９５４年７月） 

広
場
で
野
球
　先
生
も
応
援 

借地に住宅　庄内へ 

校舎増築と運動場 
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〔オペラ物知り講座〕 
テーマ　オペラをかげから支える頭脳たち 

講師　中村敬一　　　　　　　 
第１回　５月１１日（火）　１８時３０分～２０時３０分 
　コレペティートルの仕事「コレペティートル～　　三千さん」 
　　　ゲスト：コレペティートル　　　三千　演奏：ソプラノ　中西麻貴 
第２回　７月６日（火）　１８時３０分～２０時３０分 
　音響の仕事「音響プランナー～小野隆浩さん」 

ゲスト：びわ湖ホール音響　小野隆浩　 
演 奏：テノール　清原邦仁　ピアノ　西尾麻貴 

第３回　１０月５日（火）　１８時３０分～２０時３０分 
　プロデューサーの仕事「びわ湖ホール前館長～上原恵美さん」 

ゲスト：びわ湖ホール前館長　上原恵美 
演 奏：バリトン　西田昭広　ピアノ　佐藤明子 

第４回　１月１８日（火）　１８時３０分～２０時３０分 
　指揮者の仕事「マエストロ～牧村邦彦さん」 

ゲスト：指揮者　牧村邦彦　 
演 奏：ソプラノ　平野雅世　ピアノ　岡本佐紀子 

受講料　１，０００円　４回一括３，５００円 

〔一般社会人のためのオペラ講座〕 
５月１３、２０、２７日、６月３、１７日　毎回木曜日 
１８時３０分～２０時３０分（６月１７日のみ１８時～２１時） 
講師●声楽・言語指導　安藝榮子　福島慶子　補助 友田久美 
　　●演出　中村敬一　 
　　●コレペティートル　佐藤明子　矢崎真理 
　　●指揮　加藤完二 
受講料２０，０００円　定員４０人 

〔高校生のためのオペラ講座〕 
第１日　８月２０日（金）１１時～１５時　第２日　８月２１日（土）１１時～１７時 
講師●声楽・言語指導　荒田祐子　田中由也　●演出　中村敬一 
　　●コレペティートル　矢崎真理　西尾麻貴　●指揮　加藤完二 
受講料１０，０００円　定員３０人 
 
＜申し込み・問い合わせ＞大阪音楽大学エクステンション・センター 
1０６ー６３３４ー２２５１　ＦＡＸ０６ー６３３４ー２５４２ 
 

第４５回オペラ公演　サマー・オペラ 
Ｗ．Ａ．モーツァルト 
 
 
　　　Ｃｏｓ ｆａｎ ｔｕｔｔｅ コジ・ファン・トゥッテ 
　　　　　　　　　　（原語ーイタリア語上演　字幕付） 
７月２日（金）１８時　７月４日（日）１４時 
全指定席　５月１０日発券予定 
入場料　一般７０００円　シルバー６０００円 
　　　　＊幸楽会・付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。 
　　　　小・中・高校生３０００円 
指揮　大勝秀也　演出　粟國　淳 
制作　田中　勉　制作統括　荒田祐子 
〈キャスト〉 
フィオルディリージ　並河寿美　ドラベッラ　北野智子 
フェッランド　小餅谷哲男　グリエルモ　晴　雅彦 
デスピーナ　田邉織恵　ドン・アルフォンソ　木村孝夫 
通奏低音　チェンバロ：西　聡美　チェロ：上塚憲一 
合唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団 
　　管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団 

第４６回オペラ公演　２０世紀オペラシリーズ 
Ａ．プレヴィン 
 
 
　　　　　　　　　　　　　  （原語ー英語上演・字幕付） 
１１月１２日（金）１８時　１１月１４日（日）１４時 
全指定席　発券未定 
入場料　一般７０００円　シルバー６０００円 
　　　　＊幸楽会・付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。 
　　　　小・中・高校生３０００円 
指揮　大勝秀也　演出　中村敬一 
制作統括　荒田祐子 
＜キャスト＞ 
ブランチ　松田昌恵　　　　 ステラ　石橋栄実 
スタンリー　藤村匡人　　 　 ミッチ　小餅谷哲男 
ユーニス　野間直子　　　　 スティーヴ　松岡重親 
若い集金人　諏訪部匡司　　メキシコ女　西村　薫 
医師　木村孝夫　　　　　　看護婦　植田加奈子 
パブロ　池森康 
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団 

2010年度　オペラ公演 

「恋人たちの学校」 「欲望という名の電車」 

大阪音楽大学カレッジ・オペラ講座２０１０ 大阪音楽大学カレッジ・オペラ講座２０１０ ２０１０年度 ミレニアムピアノコンサート 
～ピアノ教員による演奏会～ 

第１回　５月６日（木）１７時　ミレニアムホール 
入場無料 

 
 
 
 
 
 
丸山耕路　Ｆ．ショパン：４つのマズルカ　作品３３ 

バラード　第４番　作品５２ 
藤井快哉　Ｌ．ｖ．ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ　第２３番　ヘ短調　「熱情」　作品５７ 
第２回　６月８日（火）１７時　ミレニアムホール
入場無料 
　北野裕司　星賀規子　油井美加子 

丸山耕路 藤井快哉 

大阪音楽セミナー2010

“古今東西音楽考”（その25） 
企画　大阪音楽大学音楽学研究室 

１８時３０分～２０時３０分　さいかくホール（大阪府新別館北館１階） 

第１日 
第２日 
第３日 
第４日 
第５日 
第６日 

６月９日（水） 
６月１１日（金） 
６月１６日（水） 
６月１８日（金） 
６月２３日（水） 
６月２５日（金） 

講師　高　　昌帥 
講師　晴　　雅彦 
講師　油井美加子 
講師　葛西　友子 
講師　西村　　理 
講師　本岡　浩子 

＜申し込み・問い合わせ＞ 
大阪音楽大学エクステンション・センター 
〒５６１ー８５５５　豊中市庄内幸町１ー１ー８　 
1０６ー６３３４ー２２４９　ＦＡＸ０６ー６３３４ー２５４２ 

受講料　１講座５００円（要聴講票） 
＊事前の申し込みが必要です 

◇オペラハウス公演のチケットは電話、Fax、はがきでコンサート・センターへお申し込みください。ホームページからもお申し込みいただけます。
http://daion.ac.jp［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８　1０６-６３３４-２２４２　FAX０６-６３３４-２１６４ 
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大阪音楽大学カレッジ・オペラ講座２０１０ 

　
５
歳
の
こ
ろ
に
病
気
が
原
因
で
両
目
を
失
明
し
、「
光
」
を
失
っ
た
少
女
が
い
ま
す
。

失
意
の
ど
ん
底
で
悩
む
そ
の
少
女
を
支
え
た
の
は
家
族
の
愛
情
と｢

音
楽｣

で
し
た
。

あ
れ
か
ら
１５
年
。
音
楽
の
世
界
に
新
た
な
希
望
を
見
出
し
た
彼
女
は
念
願
の
本
学
短
期

大
学
部
音
楽
科
ピ
ア
ノ
・
コ
ー
ス
に
合
格
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
芦
屋
市
内
に
住
む
富
岡

美
晴
さ
ん（
２０
）が
そ
の
人
。
４
月
１
日
に
入
学
式
を
迎
え
る
富
岡
さ
ん
は
「
音
」
の
世

界
に
新
た
な
光
を
求
め
、
自
分
探
し
の｢

舞
台｣

に
挑
み
ま
す
。 

全盲の富岡さん 短大ピアノ・コース合格 

音
楽
を
も
っ
と
深
く 

新
た
な
「
光
」
求
め
自
分
探
し
の
旅 

　
富
岡
さ
ん
の
左
眼
に
異
変
が
起
き
た

の
は
９５
年
６
月
ご
ろ
の
こ
と
で
す
。
当

時
は
幼
稚
園
の
年
長
組
。
絵

本
や
物
を
右
眼
だ
け
で
見
る

よ
う
な
不
自
然
な
状
態
に
家

族
が
気
付
き
ま
し
た
。
兵
庫

県
内
の
病
院
で
診
察
を
受
け

た
結
果
、
脳
に
腫
瘍
が
見
つ

か
り
即
手
術
。 

　「
美
晴
は
手
術
直
前
ま
で
ベ
ッ
ド
で

楽
し
そ
う
に
絵
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

治
る
こ
と
を
信
じ
て
、
彼
女
を
手
術
室

に
送
り
出
し
ま
し
た
」と
母
親
の
晴
代
さ

ん
。し
か
し
、手
術
の
結
果
は
両
目
失
明
。

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
悲
劇
が
家
族
を

襲
い
ま
し
た
。 

 

ピ
ア
ノ
と
出
合
い
笑
顔 

　
音
楽
と
の
出
合
い
は
、
そ
の
年
の
１２

月
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
塾
の
先
生
の

勧
め
で
富
岡
さ
ん
は
週
１
回
ピ
ア
ノ
教

室
に
通
い
始
め
た
の
で
す
。「
ピ
ア
ノ

と
出
合
い
、
美
晴
に
笑
顔
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
」
と
晴
代
さ
ん
。
中
学
校
で
は

吹
奏
楽
部
に
入
り
、
フ
ル
ー
ト
を
演
奏

し
て
い
ま
し
た
が
、
ピ
ア
ノ
は
そ
の
後

も
続
き
ま
す
。 

　
大
阪
市
住
吉
区
の
府
立
盲
学
校
高
等

部
（
現
・
府
立
視
覚
支
援
学
校
）音
楽
科

に
進
学
し
た
富
岡
さ
ん

は
卒
業
後
、
さ
ら
に
専

攻
科（
２
年
間
）に
進
み

ま
し
た
が
、そ
の
間
、音

楽
を
通
し
て
様
々
な
人
と
出
会
い
ま
す
。 

 

点
字
楽
譜
読
解
に
苦
労 

　
そ
の
一
人
が
本
学
卒
業
生
の
塩
見
早

苗
先
生
（
９９
年
大
卒
・
ピ
ア
ノ
）。「
健

常
者
は
暗
譜
し
な
く
て
も
楽
譜
を
見
な

が
ら
演
奏
で
き
ま
す
が
、
目
の
不
自
由

な
子
は
点
字
楽
譜
を
覚
え
な
け
れ
ば
弾

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
富
岡
さ
ん
の

場
合
は
楽
譜
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
ま

で
に
相
当
苦
労
し
ま
し
た
」。 

　
音
の
高
さ
、
長
さ
、
強
弱
は
点
字
で

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
生
徒
が
次
々

と
新
し
い
曲
に
挑
戦
し
て
い
く
中
、
富

岡
さ
ん
は
一
人
、
楽
譜
を
覚
え
る
日
々

が
続
き
ま
す
。
音
楽
と
向
き
合
う
真
摯

な
姿
勢
、
血
の
滲
む
よ
う
な
努
力
。
そ

ん
な
富
岡
さ
ん
を
塩
見
先
生
は
励
ま
し

続
け
ま
す
。
努
力
は
少
し
ず
つ
実
を
結

び
、
在
学
生
７
人
と
出
場
し
た
「
ヘ
レ

ン
・
ケ
ラ
ー
記
念
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
は
合
唱
の
部
で
優
勝
し
た
こ
と
も
。 

 
 

先
輩
の
音
色
に
心
打
た
れ 

　
富
岡
さ
ん
の
進
路
を
決
定
づ
け
た
の

は
０９
年
に
本
学
短
大
を
卒
業
し
、
現
在

全
盲
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
盲
学
校
時
代
の
先
輩
、
福
田
正
人

さ
ん
で
し
た
。「
進
路
に
つ
い
て
悩
ん
で

い
た
こ
ろ
で
し
た
。コ
ン
サ
ー
ト
で
福
田

さ
ん
の
や
さ
し
い
音
色
に
心
を
打
た
れ
、

音
楽
を
深
く
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」と
富
岡
さ
ん
。大
音
の

受
験
を
薦
め
た
の
も
福
田
さ
ん
で
し
た
。 

　
入
学
試
験
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
ピ

ア
ノ
ソ
ナ
タ 

第
１
番
」
を
弾
い
た
富

岡
さ
ん
。「
何
カ
所
か
間
違
え
ま
し
た

が
、
手
応
え
は
あ
り
ま
し
た
。
大
学
で

は
い
ろ
ん
な
曲
を
覚
え
、
将
来
は
教
師

と
か
音
楽
療
養
士
を
目
指
し
ま
す
」。 

　
先
輩
の
福
田
さ
ん
は
「
彼
女
は
人
一

倍
の
が
ん
ば
り
や
さ
ん
。
友
達
を
た
く

さ
ん
つ
く
っ
て
音
楽
の
幅
を
広
げ
て
欲

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　
富
岡
さ
ん
の
自
分
探
し
の
旅
が
間
も

な
く
始
ま
り
ま
す
。 
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ミレニアムホール 

　
大
阪
音
楽
大
学
卒
業
生
に
よ
る
「
若

い
芽
の
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖｏｌ. 
１９
」
は
２
月
２０

日
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
は
歌
と
器
楽
で
奏
で
る
ロ

マ
ン
派
の
作
曲
家
た
ち
〜

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
よ

り
〜
。 

　
　
木
未
知
子
さ
ん
（
ソ

プ
ラ
ノ
）
は
イ
タ
リ
ア
生

ま
れ
の
作
曲
家
３
人
を
取

り
上
げ
、
Ｇ
・
ド
ニ
ゼ
ッ

テ
ィ
の
「
あ
あ
美
し
い
イ

レ
ー
ネ
よ
、
思
い
出
し
て

お
く
れ
」
な
ど
を
熱
唱
。 

　
小
泉
文
さ
ん
（
ソ
プ
ラ

ノ
）
と
吉
川
知
佐
さ
ん
（
メ
ゾ
・
ソ
プ

ラ
ノ
）
は
Ｇ
・
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
「
音
楽

の
夕
べ
」
よ
り
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
競

艇
　
魚
釣
り
　
踊
り
』
や
歌
劇
「
セ
ヴ

ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」
よ
り
『
私
の
心
に

愛
が
芽
生
え
て
』
な
ど
。 

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
清
水
由
佳
子
さ
ん

は
ベ
ル
ギ
ー
出
身
の
作
曲
家
Ｃ
・
フ
ラ

ン
ク
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

ソ
ナ
タ 

イ

長
調
」
を
演
奏
。
こ
の
曲
は
フ
ラ
ン
ス

系
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
の
最
高
傑

作
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
原
真
奈
美
さ
ん
は
少
年
期
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
住
ん
で
い
た
Ｆ
・
リ
ス
ト
の
「
ハ

ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
　第
３
番
　変
ロ
長
調
」

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。 

若い芽のコンサートVol.19

春
の
セ
ン
バ
ツ
入
場
行
進
曲 

今
年
も
酒
井
格
さ
ん
が
編
曲 

    

第
８２
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
（
毎
日

新
聞
社
、
日
本
高
校
野
球
連
盟
主
催
）

の
入
場
行
進
曲
は
女
性
歌
手
の
ソ
ロ
ユ

ニ
ッ
トSuperfly

の
バ
ラ
ー
ド
曲
「M

y 

B
est 
O
f 
M
y 
L
ife

」
。
編
曲
を
担
当

し
た
の
は
昨
年
のG

reeeeN

「
キ
セ
キ
」

に
続
い
て
作
曲
家
の
酒
井
格
さ
ん
（
９６

年
院
修
・
作
曲
）
で
す
。 

 

春
の
セ
ン
バ
ツ
は
３
月
２１
日
か
ら
兵

庫
県
西
宮
市
の
阪
神
甲
子
園
球
場
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
場

行
進
曲
に
「M

y
 

B
est O

f M
y L
ife

」

が
選
ば
れ
た
の
は
「
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
て
生

き
て
い
く
」
と
い
う
意
味
が
歌
詞
に
込

め
ら
れ
、
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う

の
が
理
由
。 

 

２
月
２
日
に
高
槻
市
の
高
槻
現
代
劇

場
で
大
阪
市
音
楽
団
に
よ
っ
て
演
奏
、

録
音
さ
れ
ま
し
た
。
C
D
に
し
て
出
場

各
校
の
選
手
た
ち
に
記
念
と
し
て
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

 

録
音
に
も
立
ち
会
っ
た
酒
井
さ
ん
は

今
年
の
編
曲
に
つ
い
て
、
「
苦
労
し
て

い
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
苦
痛

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
も
大
き

な
舞
台
で
の
仕
事
に
関
係
さ
せ
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

酒井格さん 

　
６６
回
目
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム･

コ
ン
サ

ー
ト
は
、
リ
ュ
ー
ト
奏
者
、
岡
本
一
郎

さ
ん
率
い
る
「
ダ
ン
ス
リ
ー
・
ル
ネ
サ

ン
ス
合
奏
団
」
。
古
楽
器
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
音
色
が
会

場
に
流
れ
、
観
客
は
西
洋
の

中
世
、
ル
ネ
サ
ン
ス
音
楽
が

か
も
し
出
す
「
蒼
き
理
想
郷
」

の
世
界
に
酔
い
し
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
７２
年
に
結
成
さ
れ
た
こ
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
は
日
本
に
お
け
る
中
世
（
１４
〜
１５

世
紀
）、
ル
ネ
サ
ン
ス
音
楽
（
１５
〜
１６

世
紀
）
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。
こ
れ
ま
で
に

大
阪
文
化
祭
賞
金
賞
、ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル

賞
な
ど
、
数
々

の
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
岡

本
さ
ん
を
は
じ

め
ガ
ン
バ
奏
者
、

坂
本
利
文
さ
ん

（
本
学
講
師
）、

ウ
ー
ド
奏
者
、

高
本
一
郎
さ
ん

（
音
楽
院
講
師
）
ら
６
人
が
演
奏
。 

　
前
半
は
Ｇ
・
マ
シ
ョ
ー
（
フ
ラ
ン
ス
）

「
良
き
人
に
逢
っ
て
の
帰
り
」
、
Ｎ
・

ｖ
・
ロ
イ
エ
ン
タ
ー
ル
（
ド
イ
ツ
）「
冬

が
去
り
て
」
な
ど
中
世
の
調
べ
、
後
半

は
Ａ
・
ベ
ル
ト
ラ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）「
お

お
、
な
ん
て
美
し
い
私
の
恋
人
」
、
Ｃ
・

ジ
ャ
ヌ
カ
ン
（
同
）「
愛
と
死
と
生
」「
こ

の
村
一
番
の
美
人
」
な
ど
ル
ネ
サ
ン
ス

時
代
の
音
楽
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
ア
ラ
ビ
ア
の
楽
器
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

渡
り
リ
ュ
ー
ト
の
元
に
な
っ
た
ウ
ー
ド
、

中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
使
わ
れ
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
祖
先
と
も
い
わ
れ
て
い

る
レ
ベ
ッ
ク
な
ど
、
日
ご
ろ
耳
に
す
る

こ
と
が
少
な
い
楽
器
が
次
々
登
場
。
ソ

プ
ラ
ノ
の
松
井
智
恵
さ
ん
が
古
楽
器
の

音
色
に
乗
せ
て
、
伸
び
や
か
に
人
間
の

心
を
歌
い
ま
し
た
。 

第６６回 
ミュージアム･コンサート 

中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
音
楽 

お
話
　
岡
本 

一
郎 

古楽器奏でる人間の心 

２月２０日 音楽博物館 ２月２０日 音楽博物館 

オ
ペ
ラ
物
知
り
講
座 
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ミレニアムホール ミレニアムホール 

２月２０日 音楽博物館 

第
５
期 

オ
ペ
ラ
物
知
り

物
知
り
講
座
講
座 

オ
ペ
ラ
物
知
り
講
座 

「
こ
の
人
で
こ
の
オ
ペ
ラ
」
 

　
２
月
２２
日
に
は
次
代
の
ホ
ー
プ
高
嶋
優
羽
さ
ん
、最
終
回
の
３
月

９
日
に
は
関
西
オ
ペ
ラ
界
の
華
、石
橋
栄
実
さ
ん
が
登
場
し
、シ
リ
ー

ズ
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
ソ
プ
ラ
ノ
の
高
嶋
優
羽
さ
ん
（
０４
年
・

大
専
修
）
と
い
え
ば
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な

舞
台
姿
と
正
統
的
な
音
楽
で
今
、
伸
び

盛
り
の
歌
い
手
さ
ん
。
お
相
手
は

オ
ペ
ラ
を
は
じ
め
宗
教
曲
や
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
な
ど
様
々
な
タ
イ
プ
の

曲
を
歌
う
テ
ノ
ー
ル
の
西
垣
俊
朗

さ
ん
。
佐
藤
明
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

で
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
上
演
さ
れ
な

か
っ
た
演
目
に
挑
戦
し
ま
す
。 

　
高
嶋
さ
ん
の
声
域
は
女
声
の
中

で
も
最
も
高
い
コ
ロ
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
。
Ｗ
・

Ａ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
後
宮
か
ら
の
逃

走
」
の
ブ
レ
ン
ト
ゥ
ヒ
エ
ン
役
が
当
た

り
役
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
高
嶋
さ

ん
に
ぴ
っ
た
り
な
曲
が
Ｊ
・
オ
ッ
フ
ェ

ン
バ
ッ
ク
の
「
ホ
フ
マ
ン
物
語
」
。 

　
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
は
「
天
国
と
地

獄
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
オ
ペ
レ
ッ

タ
を
数
多
く
書
き
ま
し
た
が
、
唯
一
書

い
た
オ
ペ
ラ
が
「
ホ
フ
マ
ン
物
語
」
。 

　
主
人
公
の
ホ
フ
マ
ン
が
性
格
の
違
う

３
人
の
女
性
に
恋
を
し
ま
す
。
こ
の
中

の
一
人
が
人
間
の
感
情
を
持
た
な
い
機

械
仕
掛
け
の
女
性
で
、
こ
の
女
性
が
歌

う
ア
リ
ア
が
「
生
垣
に
は
小
鳥
た
ち
」
。

幅
の
広
い
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
声
が
も
て

は
や
さ
れ
た
ロ
マ
ン
派
の
時
代
に
あ
っ

て
、
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
は
鈴
が
鳴
る

よ
う
な
器
楽
的
な
声
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

要
求
。
高
嶋
さ
ん
は
す
ば
ら
し
い
声
と

歌
唱
力
で
こ
の
難
曲
を
見
事
に
歌
い
上

げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
高
嶋
さ
ん
は
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
小
さ
な
作
品
「
劇
場
支
配
人
」
、

１９
世
紀
に
活
躍
し
た
Ａ
・
ロ
ル
ツ
ィ
ン

グ
の
「
密
猟
者
」
、
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
が
模
索
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
オ
ペ

ラ
「
ナ
ク
ソ
ス
島
の
ア
リ
ア
ド
ネ
」
の

ア
リ
ア
を
熱
唱
。
ロ
ル
ツ
ィ
ン
グ
が
市

民
の
た
め
に
書
い
た
「
皇
帝
と
船
大
工
」、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
思
わ
せ
る
Ｆ
・
レ
ハ

ー
ル
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
パ
ガ
ニ
ー
ニ
」

は
西
垣
さ
ん
と
の
二
重
唱
。
高
嶋
さ
ん

の
コ
ロ
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
と
テ
ノ
ー
ル
の
快

い
響
き
が
満
員
の
客
席
を
魅
了
し
ま
し

た
。
　 

　
「
玉
が
転
が
る
よ
う
な
高
嶋
さ
ん
の

声
に
は
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
音
が
少
し
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
も
魅

力
的
に
歌
え
、
彼
女
こ
そ
次
代
を
担
う

歌
い
手
さ
ん
の
一
人
で
す
」 

高嶋優羽さんの場合 　
「
こ
の
人
で
こ
の
オ
ペ
ラ
」
の
最
終

回
は
ソ
プ
ラ
ノ
の
石
橋
栄
実
さ
ん
。
岡

本
佐
紀
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
フ
ラ
ン
ス

の
作
曲
家
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
プ
ー

ラ
ン
ク
の
モ
ノ
オ
ペ
ラ
「
人
間
の

声
」
に
初
め
て
の
挑
戦
で
す
。 

　
「
い
と
し
い
あ
な
た
、
私
の
と

こ
ろ
へ
戻
っ
て
き
て
」
。
電
話
の

向
こ
う
の
男
性
に
甘
い
声
で
や
さ

し
く
囁
く
彼
女
。
男
性
に
は
別
の

女
性
が
い
て
復
縁
を
拒
み
続
け
ま

す
。
途
中
で
電
話
が
切
れ
た
り
混
戦
し

た
り
。
懇
願
、
苛
立
ち
、
大
絶
叫
。
最

後
は
絶
望
の
あ
ま
り
電
話
の
コ
ー
ド
を

首
に
巻
い
て
死
を
選
び
ま
す
。 

　
登
場
人
物
は
愛
す
る
男
性
に
捨
て
ら

れ
た
女
性
だ
け
。
一
人
オ
ペ
ラ
で
す
か

ら
男
性
は
舞
台
に
登
場
し
ま
せ
ん
。
上

演
時
間
は
４５
分
。
主
人
公
は
、
見
え
な

い
相
手
に
向
か
っ
て
休
み
な
し
に
語
り
、

歌
い
続
け
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
多
彩
に
応
え
ま
す
。
そ
れ

は
電
話
の
向
こ
う
の
男
性
の
声
で
も
あ

る
の
で
す
。
あ
る
と
き
は
優
し
く
、
あ

る
と
き
は
突
き
放
す
よ
う
に
。 

　
「
人
間
の
声
」
は
１
９
５
８
年
に
プ

ー
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
、
翌
年

初
演
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
元
に
な
っ

た
戯
曲
は
、
遥
か
さ
か
の
ぼ
っ
て
１
９

３
２
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
作
者
は

「
哀
れ
な
水
夫
」
な
ど
の
戯
曲
を
書
き
、

映
画
「
美
女
と
野
獣
」
の
監
督
も
務
め

た
才
能
多
彩
な
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
。

彼
は
一
人
の
登
場
人
物
、
恋
、
そ
し
て

近
代
劇
の
月
並
み
な
小
道
具
で
あ
る
電

話
を
使
っ
て
、
こ
の
戯
曲
を
仕
上
げ
ま

し
た
。 

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
電
話
線
は
地
下
の
下

水
道
に
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
の

声
は
地
を
這
い
、
排
水
路
の
異
様
な
響

き
を
伴
っ
て
彼
女
の
耳
元
に
届
く
よ
う

な
錯
覚
を
覚
え
ま
す
。 

　
様
々
な
感
情
を
作
り
上
げ
、
迫
真
の

演
技
を
し
た
石
橋
さ
ん
。「
リ
ズ
ム
が

変
拍
子
だ
っ
た
り
調
性
が
ク
ル
ク
ル
変

わ
っ
た
り
し
て
音
取
り
が
大
変
で
し
た
」。 

　
人
間
の
裏
側
の
心
理
を
理
屈
で
は
な

く
、
言
葉
と
音
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
感

じ
取
っ
て
も
ら
う
、
こ
れ
こ
そ
が
同
時

代
の
ド
イ
ツ
圏
の
作
曲
家
た
ち
の
表
現

主
義
と
は
一
線
を
画
す
フ
ラ
ン
ス
人
ら

し
い
作
品
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

石橋栄実さんの場合 

中村 敬一 
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　第２１回大阪音楽大学学生オペラは２月２１日と２３日の２日
間催されました。演目はＷ.Ａ.モーツァルトの「コジ・ファン・トゥ
ッテ」（全２幕・原語上演、字幕付） 
　大学院生とオーディションで選ばれた学生計１６人によるダ
ブルキャストで、演出は中村敬一講師。大阪音楽大学合唱
団と同管弦楽団の指揮は小田野宏之特任教授。「女はみ
んなこうしたもの」という意味を持つこのオペラは誠実と不実
の葛藤という心理を鋭く突いたもので、重唱のすばらしさが
聴きどころ。今回、この作品を選んだのもキャストに人を得た
からだそうです。 

ュエーションが
が付き、周りの
 

団 

制作統括の林誠教授　４月に練習
を始めた時はどうなるか、と思ってい
たのですが、学生たちはよくがんば
ったと思います。エスプリが効いて
いて、若 し々く、いいオペラに仕上が
り、喜んでいます。 
小田野特任教授　指導された先
生の言ったことをちゃんと本番に生
かし、本当にすばらしい公演になり
ました。オーケストラも歌手の皆さんも、
一人ひとりを称えたいと思います。 

　大阪音楽大学短期大学部の第１５回吹奏楽演奏会が
２月２８日、ザ・カレッジ・オペラハウスで開かれました。指揮
は小野川昭博講師、演奏は短大１、２年生を中心に編成し
た短期大学部吹奏楽団。 
　プログラムは２０１０年度全日本吹奏楽コンクールの課題
曲から田嶋勉「汐風のマーチ」などで始まり、次いで真島
俊夫の「三つのジャポニスム」。「鶴が舞う」「雪の川」「祭
り」の３楽章からなる作品。動から静、最後は青森ねぶた
祭りの喧騒がボリュームいっぱいに会場を包みました。 
　プログラムの最後はＬ.バーンスタインのブロードウェイ・ミ
ュージカル「ウェスト・サイド・ストーリー」から「シンフォニック・
ダンス」で締めくくりました。 
小野川講師の話　今回は昨年１２月の演奏会で吹いた曲
を２曲取り入れました。本番を２度経験したことで、安定感
が出てきました。本番こそ勉強の場です。 

　第１３回コンサート・オペラが３月７日、
ザ・カレッジ・オペラハウスで上演さ
れました。今回の演目はＧ.プッチー
ニの代表作「蝶々夫人」（演奏会
形式・原語上演）。 
　キャストはタイトルロールを並河寿
美さん、スズキ田中友輝子さん、ピン
カートン小餅谷哲男講師、アメリカ領
事・シャープレスを田中勉教授が演
じるなど、実力派が顔をそろえました。 

　演奏会形式とはいえ、メーンキャ
ストは衣裳をつけ、舞台には簡単な
セットも。上演時間は２時間余り。並
河さんはその間、ほとんど歌い詰め。
迫真の演技と歌唱力で観客を舞台
に引き込みます。　 
　客席はほぼ満席。ピンカートンの
帰りを信じて蝶 さ々んが「ある晴れた
日に」を歌うシーン、すべてを悟った蝶々
さんが自害する終幕の場面では感
極まって目頭を押さえる人の姿も。 
　今回の公演はオペラハウス管弦
楽団の首席指揮者、チャン・ユンス
ンさんのお別れ公演に当たり、豪華
キャストが花道を飾りました。 

ペラ 

念演奏会 

」 

第１５回短大吹奏楽演奏会 

「
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」
 

第
２１
回
大
阪
音
楽
大
学
学
生
オ
ペ
ラ
 

迫真の演技と歌唱力 
満席の会場、感極まって 

若 し々くいい仕上がり 
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並河さんの話　演奏会形式なので、お客さんにシチュ
見えるかどうか心配していましたが、立ちが付き、衣裳
キャストにも助けられ、気持ちよく歌うことが出来ました。

指　　揮　チャン・ユンスン 
演　　出　籔川 直子 
合　　唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団
管 弦 楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽
制作統括　本田 耕一 

　氷原をそりが疾走するようなスピード感あふれる
演奏で、颯爽と始まった第７回ザ・ストリング・コンサ
ート。上塚憲一准教授の指揮、大学、短大弦楽器
専攻生の演奏で、第一曲はＥ.グリーグの組曲「ホル
ベアの時代から」です。続いてＡ.ヴィヴァルディの「調
和の霊感」と、Ｇ.Ｐｈ.テレマンの「食卓の音楽」。艶
やかな音色で自由に歌い、生き生きと対話する複数
のソリストを、バロックの典雅なアンサンブルが支えま
す。後半はＧ.マーラーが大規模な弦楽合奏に編曲
したＦ.シューベルトの弦楽四重奏曲「死と乙女」。
低音弦を重厚に響かせて演奏しました。 
上塚准教授　今日のプログラムは授業で勉強した
ソロ、アンサンブル、合奏の集大成。なかでもテレマ
ンは表現力豊かな演奏でした。 

　大阪音楽大学の第４１回吹奏楽演奏会が３月６日、ザ・シ
ンフォニーホールで開かれました。指揮は北野徹教授と吹
奏楽のカリスマ、丸谷明夫特任教授。 
　オープニングは北野教授の指揮でＤ.マスランカの「交響
曲 第５番」。次いで初登場の丸谷特任教授が曲の解説
などを盛り込みながら、ワールド・マーチ・コレクションからＪ.Ｐ.
スーザ「エル・キャピタン」、古関裕而「オリンピック・マーチ」
などを演奏しました。 
　Ｍ.ラヴェルの「ダフニスとクロエ 第２組曲」では大阪音
楽大学合唱団が初めて登場、演奏を盛り上げました。 
北野教授の話　厳しい練習を通して学生たちの人間力が
見違えるほどアップしました。合唱もがんばってくれました。 
丸谷特任教授の話　大音の学生は主体的に吹くことにま
だ慣れていないようです。主張と協調、これからの課題です。 

チ
ャ
ン
さ
ん
の
話
　
蝶
々
さ
ん
を
演
じ

た
並
河
さ
ん
は
本
当
に
す
ば
ら
し
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
支
え

た
キ
ャ
ス
ト
の
皆
さ
ん
も
大
変
よ
か
っ

た
の
で
、
楽
し
く
演
奏
で
き
ま
し
た
。（
首

席
指
揮
者
と
し
て
最
後
の
公
演
と
な
っ

た
こ
と
に
）
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
は

音
程
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
面
で
も
高
い
レ

ベ
ル
に
あ
り
、
技
術
的
な
面
で
も
良
く
出

来
て
い
る
し
、
オ
ペ
ラ
作
品
に
対
し
て
も

深
く
追
究
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

第７回ザ・ストリング・コンサート 
３月１０日　ザ・カレッジ・オペラハウス 

第１３回コンサート・オペ

オペラハウス開館２０周年記念

第４１回吹奏楽演奏会 

「蝶々夫人
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ハ
ン
ブ
ル
ク
音
楽
院
に
は
演
奏
家
課

程
、
教
育
音
楽
家
課
程
な
ど
の
コ
ー
ス

が
あ
り
、
橋
本
さ
ん
は
０９
年
１０
月
に
３

年
間
の
予
定
で
演
奏
家
課
程
に

入
学
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
学
で
は
毎
年
２
月
に

オ
ペ
ラ
の
定
期
公
演
が
あ
り
、

今
年
の
演
目
は
Ｗ
・
Ａ
・
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
「
魔
笛
」。
キ
ャ

ス
ト
も
決
ま
り
、
稽
古
が
始
ま

っ
た
あ
る
日
、
タ
ミ
ー
ノ
役
の

学
生
が
突
然
、
役
を
降
ろ
さ
れ

る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
。 

　「
演
出
家
か
ら
、
お
前
は
タ
ミ
ー
ノ

を
歌
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
、
と
聞
か
れ

ま
し
て
ね
。
大
学
院
の
学
生
オ
ペ
ラ
で

の
経
験
を
伝
え
る
と
、
早
速
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
タ
ミ
ー
ノ
役
が
回

っ
て
き
ま
し
た
。
幸
運
で
し
た
」 

　
本
公
演
は
１
月
３０
日
か
ら
２
月
２７
日

に
か
け
て
４
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
大
学
で
は
本
公
演
の
前
に
市
内
に

３０
ほ
ど
あ
る
小
学
校
を
巡
回
公
演
す
る

の
が
慣
わ
し
。
客
席
は
巡
回
、
本
公
演

と
も
満
席
で
、
公
演
の
模
様
が
新
聞
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

　
ド
イ
ツ
の
人
た
ち
を
前
に
、
ド
イ
ツ

語
で
オ
ペ
ラ
を
歌
っ
た
橋
本
さ
ん
。「
今

回
の
公
演
で
は
怖
さ
と
楽
し
さ
を
学
ん

だ
よ
う
に
思
い
ま
す
」 

　「
魔
笛
」
の
台
本
を
手
に
し
て
橋
本

さ
ん
が
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
が
書
い
た
「
魔
笛
」
の
原

作
は
タ
ミ
ー
ノ
と
い
う
王
子
が
変
な
世

界
に
紛
れ
込
み
、
様
々
な
試
練
を
受
け

な
が
ら
本
当
の
王
子
に
な
っ
て
い
く
、

と
い
う
筋
書
き
。 

　
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
「
魔
笛
」
は
学

校
の
中
の
教
室
が
舞
台
。
登
場
人
物
も

「
夜
の
女
王
」
は
担
任
の
先
生
、「
パ
パ

ゲ
ー
ノ
」は
ク
ラ
ス
の
お
調
子
者
で「
パ

パ
ゲ
ー
ナ
」
は
そ
の
恋
人
と
い
っ
た
具

合
。
勉
強
が
苦
手
で
、
い
じ
め
ら
れ
っ

子
の
タ
ミ
ー
ノ
が
テ
ス
ト
中
に
居
眠
り

を
し
、
夢
の
中
で
王
子
に
な
る
、
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
台
詞
は
全
く
別
物
。 

　
ド
イ
ツ
で
は
９０
年
代
ご
ろ
か
ら
衣
装

代
の
節
約
、
観
客
の
受
け
、
話

題
性
を
ね
ら
っ
て
、
筋
書
き
を

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

が
流
行
り
ま
し
た
。「
ス
ト
ー

リ
ー
を
飲
み
込
む
の
に
時
間
が

か
か
り
、
か
な
り
戸
惑
い
ま
し

た
」
と
橋
本
さ
ん
。 

　
留
学
し
て
５
カ
月
。「
ド
イ

ツ
に
来
る
ま
で
は
、
も
っ
と
辛

い
こ
と
を
想
像
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
楽
し
さ
と
か
充
実
感

の
方
が
大
き
い
で
す
ね
」。 

　
橋
本
さ
ん
が
す
ご
く
気
に
入

っ
て
い
る
の
が
歌
の
レ
ッ
ス
ン
。

日
本
だ
と
レ
ッ
ス
ン
は
声
楽
の

先
生
だ
け
、
と
い
う
の
が
基
本

で
す
が
、
ド
イ
ツ
で
は
声
楽
と

ピ
ア
ノ
の
先
生
が
指
導
に
当
た

っ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。 

　「
声
楽
の
先
生
に
は
声
を
つ
く
っ
て

も
ら
い
、
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
は
音
楽
的

な
も
の
を
見
て
も
ら
い
ま
す
。
バ
ラ
ン

ス
的
に
も
い
い
し
、
さ
す
が
本
場
と
い

う
感
じ
で
す
」 

　
橋
本
さ
ん
の
ク
ラ
ス
に
は
ド
イ
ツ
、

ロ
シ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
中
国
、
韓
国
な

ど
様
々
な
国
の
学
生
が
い
て
、
授
業
は

す
べ
て
ド
イ
ツ
語
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　「
最
初
の
こ
ろ
は
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

て
い
て
も
な
ん
と
な
く
、
分
か
っ
た
よ

う
な
、
そ
ん
な
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

質
問
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２

カ
月
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
。
先
生
も
私
が

質
問
し
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
て
く
れ

た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
悶
々
と
し
て
い

た
も
の
が
、
そ
の
と
き
一
気
に
吹
き
飛

び
ま
し
た
」 

　
橋
本
さ
ん
に
は
ド
イ
ツ
に
行
っ
て
初

め
て
気
付
い
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

　
「
オ
ペ
ラ
の
本
場
ド
イ
ツ
で
さ
え
、

学
生
が
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
歌
え
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、

大
音
の
学
生
は
す
ご
く
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
自
前
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
が
あ
っ
て
、

立
派
な
管
弦
楽
団
ま
で
備
わ
っ
て
い
る

ん
だ
も
の
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
も
し

か
り
。
み
ん
な
も
っ
と
活
用
し
て
欲
し

い
で
す
ね
」 

　
　
　
　
　
◆ 

　
橋
本
さ
ん
は
今
年
９
月
末
ま
で
ハ
ン

ブ
ル
ク
音
楽
院
に
籍
を
置
き
、
１０
月
か

ら
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
国
立
音
楽
大
学
の
大

学
院
リ
ー
ト
・
オ
ラ
ト
リ
オ
コ
ー
ス
に

進
む
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
橋
本
さ

ん
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
に
は
「
ま
だ
ま

だ
課
題
だ
ら
け
で
す
が
、
も
っ
と
高
い

環
境
に
身
を
置
き
、
胸
を
張
っ
て
帰
国

で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
し
た
。 

　
０９
年
に
本
学
大
学
院
を
修
了
し
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
音
楽
院
に
自
費
留
学
し
た
テ

ノ
ー
ル
の
橋
本
恵
史
さ
ん
が
留
学
間
も
な
い
オ
ペ
ラ
公
演
で
い
き
な
り
「
魔
笛
」
の
タ

ミ
ー
ノ
役
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。
公
演
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
内
の
劇
場
で
４
日
間
行
わ

れ
、
大
成
功
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

留
学
間
も
な
く
主
役
抜
擢 

テノールの橋本さん 

恵まれた大音 施設もっと活用を 

在
外
研
修
を
終
え
て

井
前
典
子 
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ピ
ア
ニ
ス
ト
の
井
前
典
子
さ
ん
（
０６
年
院
修
・
ピ
ア
ノ
）
が
０９
年
末
に
２
年
間
の
ロ

ー
ム 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
在
外
研
修
（
ド
イ
ツ
）
を
終
え
、
現
在
は

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
フ
ラ
ン
ス
音
楽
を
研
鑚
中
で
す
。
こ
の
ほ
ど
一
時
帰
国
し
、「
在

外
研
修
報
告
」
を
広
報
誌
編
集
室
に
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
外
国
で

の
一
人
暮
ら
し
、
言
葉
の
壁
、
訪
ね
て
き
た
母
親
の
発
病
、
転
機
と

な
っ
た
看
病
中
の
体
験
、
各
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
出
演
な
ど
、
こ
れ
か
ら
留
学
を
目
指
す

人
た
ち
に
は
示
唆
に
富
ん
だ
リ
ポ
ー
ト
で
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

　
０７
年
秋
、
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で

留
学
生
活
が
始
ま
っ
た
。
学
生
時
代
か

ら
留
学
へ
の
強
い
憧
れ
と
願
望
が
あ
っ

た
の
で
、
外
国
に
溶
け
込
む
こ
と
は
、

さ
し
て
不
安
で
な
か
っ
た
。
住
居
が
落

ち
着
い
た
ら
す
ぐ
音
楽
に
専
念
で
き
る

と
思
っ
た
。
し
か
し
、
一
人
暮
ら
し
を

し
た
こ
と
が
な
い
私
は
、
間
も
な
く
ホ

ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

　
音
楽
始
め
る
前
に
諸
々
の
雑
用 

　
留
学
は
本
場
で
音
楽
を
勉
強
し
た
い

と
い
う
夢
物
語
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
人

と
一
緒
に
ド
イ
ツ
の
生
活
習
慣
に
則
り
、

ド
イ
ツ
語
で
「
生
活
」
す
る
と
い
う
こ

と
。
音
楽
を
始
め
る
ま
で
に
は
、
ビ
ザ

申
請
、
荷
物
受
け
取
り
、
銀
行
、
語
学

学
校
、
電
話
・
ガ
ス
の
申
込
み
等
々
、

奨
学
金
ま
で
頂
い
て
一
体
私
は
何
を
し

に
来
た
の
だ
ろ
う
と
不
安
に
な
っ
た
。 

　
研
修
を
終
え
て
思
う
の
は
、
音
楽
は

文
化
の
中
の
ご
く
ご
く
一
部
で
あ
り
、

そ
れ
を
深
く
知
る
に
は
ド
イ
ツ
の
人
々

を
知
り
、
ド
イ
ツ
の
生
活
習
慣
を
体
験

し
、
ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
彼
ら
が
無
意

識
で
身
に
付
け
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
の
深
さ
に
触
れ
る
な
ど
、
文
化
の
大

前
提
を
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
。 

 

　
母
親
の
発
病
で
考
え
た
生
と
死 

　
０９
年
の
夏
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
訪
れ
た

母
が
現
地
で
突
然
、
進
行
が
ん
に
見
舞

わ
れ
、
大
学
病
院
で
の
大
手
術
、
次
い

で
抗
が
ん
治
療
の
た
め
に
ド
イ
ツ
の
山

奥
に
あ
る
が
ん
専
門
病
院
で
１
カ
月
半

を
過
ご
す
と
い
う
予
期
し
な
い
事
態
に

な
っ
た
。
私
も
通
訳
兼
付
き
添
い
と
し

て
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ

が
、
そ
こ
で
の
生
活
は
大
都
市
か
ら
離

れ
た
静
か
な
場
所
で
生
と
死
に
つ
い
て

考
え
る
、
と
い
う
人
間
と
し
て
ま
た
、

音
楽
家
と
し
て
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。 

　
散
歩
の
時
に
感
じ
る
ド
イ
ツ
の
気
候
、

森
の
深
さ
、
空
気
の
粒
子
の
違
い
、
毎

日
の
食
事
。
ド
イ
ツ
の
森
に
浸
っ
た
体

験
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
す
ら
出
来
な
か
っ

た
も
の
で
、
あ
る
日
突
然
、
苦
手
だ
っ

た
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
心
の
底
か
ら
響
い

て
き
た
の
も
、
そ
う
い
う
経
緯
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
出
て
日

本
に
帰
る
時
、
妹
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
し

た
時
も
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
を
、
心
を
込
め

て
弾
い
た
。
こ
の
不
思
議
な
体
験
は
私

に
と
っ
て
音
楽
上
の
転
機
と
な
っ
た
。 

 
　
苦
手
作
曲
家
の
解
釈
に
も
共
感 

　
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
の
は
ド
イ
ツ
音

楽
を
知
り
尽
く
し
た
ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ル

デ
先
生
で
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
や
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
世
界
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

私
が
苦
手
だ
っ
た
こ
れ
ら
の
作
曲
家
の

解
釈
が
、
自
然
に
共
感
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
ド
イ
ツ
で
の
濃
い
生
活

体
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
ド
イ
ツ
音
楽

を
自
分
の
原
体
験
と
し
て
習
得
で
き
た

こ
と
は
、
得
難
く
大
き
な
糧
と
な
っ
た
。 

　
滞
在
中
、
リ
サ
イ
タ
ル
、
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
あ
り
、
一
回

一
回
が
勉
強
の
場
で
あ
っ
た
。
美
術
館

や
博
物
館
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
オ
ペ
ラ
に
も
日
参
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
場
合
、
バ
イ
エ
ル
ン
国
立
歌
劇
場
、

バ
イ
エ
ル
ン
放
送
交
響
楽
団
と
い
う
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
団
体
が
あ
り
、
そ
の
リ

ハ
ー
サ
ル
風
景
を
覗
け
た
こ
と
は
一
流

の
音
楽
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
が
見
て
取
れ
、
興
味
深
か
っ
た
。 

 

　
パ
リ
を
拠
点
に
フ
ラ
ン
ス
音
楽 

　
研
修
２
年
目
に
は
パ
リ
に
も
拠
点
を

持
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
で
の
原
体
験
が
強

か
っ
た
お
陰
で
、
パ
リ
に
行
く
と
両
者

の
違
い
を
は
っ
き
り
と
感
じ
る
こ
と
が

出
来
た
。
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
と
い
う

性
格
の
異
な
る
国
で
学
べ
た
こ
と
は
、

教
育
者
に
な
っ
て
今
後
、
音
楽
を
伝
え

て
い
く
時
、
演
奏
家
と
し
て
自
分
を
表

現
す
る
時
、
人
間
と
し
て
人
生
を
振
り

返
る
時
、
大
き
な
経
験
に
な
る
と
確
信

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
研
修
が
契
機

と
な
り
、
９
月
に
プ
ラ
ハ
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
を
Ｃ
Ｄ
録
音
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

シルデ先生の指導を受ける井前典子さん 

在
外
研
修
を
終
え
て

在
外
研
修
を
終
え
て

井
前
典
子

井
前
典
子 
在
外
研
修
を
終
え
て

井
前
典
子 

ド
イ
ツ
音
楽
修
得
　大
き
な
糧 
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こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
春
で
す
ね
。
気
分
も

新
た
に
、
私

も
高
校
生
の

み
な
さ
ん
に

負
け
な
い
よ

う
に
張
り
切

っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。
ど
の
よ

う
な
出
会
い
が
待
ち
受
け
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
高
校
生

と
お
話
を
し
て
、
み
な
さ
ん
の
夢
へ
の

第
一
歩
を
応
援
し
ま
す
。 

  

　
今
年
度
は
計
２
回
開
催
し
ま
す
。 

◇
真
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

７
月
２９
日
（
木
）
各
専
攻
・
コ
ー
ス
が

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
企
画

を
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
キ

ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
本
学
を
肌
で
感
じ

て
く
だ
さ
い
。
個
別
相
談
も
お
こ
な
い

ま
す
。
ひ
と
つ
で
も
不
安
が
解
消
す
れ

ば
自
信
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。 

◇
秋
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

１０
月
１１
日
（
月
）
大
学
・
短
大
の
定
期

授
業
を
実
施
す
る
祝
日
に
開
催
し
ま
す
。

普
段
の
授
業
風
景
を
見
学
し
、
音
大
生

気
分
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
「
吹
奏
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
〜
美

し
い
響
き
を
〜
」
と
題
し
て
、
６
月
１３

日
（
日
）
に
中
・
高
等
学
校
の
吹
奏
楽

部
員
と
そ
の
指
導
者
を
対
象
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
陣
に

よ
る
演
奏
も
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
申
込

方
法
等
、
詳
し
く
は
４
月
上
旬
発
行
予

定
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

開
催
日
時
　
６
月
１３
日
（
日
） 

▽
中
学
の
部
９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分 

▽
高
校
の
部
１４
時
〜
１７
時 

申
込
期
間
　
５
月
１
日
（
土
）
〜
５
月

３１
日
（
月
） 

対
　
　
象
　
中
・
高
等
学
校
の
吹
奏
楽

部
員
お
よ
び
そ
の
指
導
者 

受

講

料
　
無
料 

講
　
　
師
　
本
学
管
打
楽
器
専
攻
教
員

お
よ
び
卒
業
生 

会
　
　
場
　
本
学 

  

　
土
曜
日
に
施
設
を
中
心
に
見
学
し
て

い
た
だ
く
「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
月
１７
日
を
皮
切
り
に
、
今
年
度
は
全

８
回
を
予
定
。
学
生
が
案
内
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
い
ろ
い
ろ
お
話
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ツ
ア
ー
の
内
容
や
見

学
す
る
施
設
の
概
要
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
出
来
ま
す
。
ご
家

族
、
友
人
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
１９
世
紀
は
作
曲
家
に
と
っ
て
自
己
表

現
の
時
代
。
シ
ュ
ー
マ
ン
や
シ
ョ
パ
ン

の
よ
う
な
若
い
音
楽
家
た
ち
は
夢
（
ロ

マ
ン
主
義
）
を
語
り
、
進
歩
（
産
業
革

命
）
を
手
に
し
ま
し
た
が
、
一
方
「
歴

史
」
や
「
古
典
」
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
た
の
も
こ
の
時
代
で
す
。 

　
伝
統
的
な
や
り
方
で
貴
族
に
仕
え
て

い
た
人
た
ち
は
新
し
い
ロ
マ
ン
主
義
に

つ
い
て
行
け
ず
反

発
し
ま
す
。
い
わ

ゆ
る「
保
守
派
」と

呼
ば
れ
る
人
た
ち

で
、
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
と
同
世
代
に
生

ま
れ
た
ド
イ
ツ
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏

者
・
ル
イ
・
シ
ュ

ポ
ア
も
そ
の
一
人
。

　
彼
の
交
響
曲
第

６
番
「
４
つ
の
異

な
る
時
代
の
様
式
と
趣
味
に
よ
る
歴
史

交
響
曲
」（
１
８
４
０
年
）
は
楽
章
が

進
む
に
つ
れ
て
現
代
に
近
づ
い
て
く
る

と
い
う
変
わ
っ
た
構
成
。
第
４
楽
章
「
１

８
４
０
年
最
新
の
時
代
」
で
は
「
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
に
比
べ
る
と
騒
々
し
い
だ
け
。

上
辺
は
明
る
い
け
れ
ど
表
面
的
」
と
酷

評
。
「
昔
の
方
が
良
か
っ
た
。
皆
さ
ん

い
か
が
思
わ
れ
ま
す
か
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。 

　
１９
世
紀
後
半
に
な
る
と
音
楽
大
学
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
誕
生
し
、
大
作
曲

家
作
品
全
集
の
出
版
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
全
集
を
最
初
に
手
掛
け
た
の
は
ド
イ

ツ
の
ブ
ラ
イ
ト
コ
ッ
プ
・
ウ
ン
ト
・
ヘ

ル
テ
ル
社
。
バ
ッ
ハ
没
後
１
０
０
年
の

年
に
バ
ッ
ハ
全
集
を
出
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
成
功
し
ま
し
た
。
現
在
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、

お
お
む
ね
１９
世
紀
に
全
集
を
作
っ
て
も

ら
え
た
作
曲
家
の
こ
と
。
全
集
ブ
ー
ム

で
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」
が
確
立
し
た

と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
そ
ん
な
時
代
の
な
か
で
、
ブ
ラ
ー
ム

ス
は
、「
遅
生
ま
れ
の
意
識
」「
２
代
目

意
識
」
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
世
代
で

し
た
。
す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
に
偉
大
な

先
人
の
影
を
感
じ
取
っ
た
彼
は
、
先
人

の
ス
タ
イ
ル
を
完
全
に
吸
収
す
る
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
例
え
ば
「
弦

楽
四
重
奏
曲
第
３
番
」（
１
８
７
５
年
）。

出
だ
し
の
部
分
は
ま
る
で
ハ
イ
ド
ン
の

時
代
に
逆
戻
り
し
た
か
の
よ
う
で
す
。

バ
ッ
ハ
風
の
ド
イ
ツ
語
コ
ラ
ー
ル
や
ル

ネ
サ
ン
ス
風
の
ラ
テ
ン
語
モ
テ
ッ
ト
な

ど
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧

げ
つ
つ
作
曲
す
る
対
象
は
多
方
面
に
渡

り
ま
す
。
過
去
の
大
作
曲
家
と
正
面
か

ら
向
き
合
っ
て
こ
そ
真
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
が
鍛
え
ら
れ
る
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
は

そ
う
考
え
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

１０
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

６
月
１３
日
吹
奏
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー 

西洋音楽史（講師・白石知雄） 

はびきの市民大学・聴講記 ⑨ 

「
２
代
目
意
識
」
抱
き
な
が
ら 
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大阪音楽大学 
第３年次編入学 
作曲学科 
　作曲専攻 
　音楽学専攻 
声楽学科 
器楽学科 
　ピアノ専攻 
　オルガン専攻 
　管楽器専攻 
　弦楽器専攻 
　打楽器専攻 
　邦楽専攻 
合　　計 

２ 
２ 
０ 
８ 
２７ 
１７ 
０ 
８ 
１ 
１ 
０ 
３７ 

２ 
２ 
－ 
５ 
２１ 
１２ 
－ 
７ 
１ 
１ 
－ 
２８ 

志願者数 

一般入試 推薦入試 

合格者数 
０ 
０ 
０ 
２ 
９ 
１ 
０ 
７ 
０ 
１ 
０ 
１１ 

－ 
－ 
－ 
２ 
９ 
１ 
－ 
７ 
－ 
１ 
－ 
１１ 

志願者数 合格者数 
大阪音楽大学 
音楽専攻科 
作曲専攻 
声楽専攻 
　声楽 
　演出 
器楽専攻 
　ピアノ 
　オルガン 
　管楽器 
　弦楽器 
　打楽器 
　邦楽 
合　　計 

０ 
２１ 
２１ 
０ 
２７ 
１５ 
０ 
１１ 
１ 
０ 
０ 
４８ 

－ 
１４ 
１４ 
－ 
２３ 
１１ 
－ 
１１ 
１ 
－ 
－ 
３７ 

志願 
者数 

合格 
者数 

大阪音楽大学 
短期大学部 専攻科 
作曲専攻 
声楽専攻 
　声楽 
　ミュージカル 
　ポピュラー・ヴォーカル 
器楽専攻 
　ピアノ 
　電子オルガン 
　管・弦・打楽器 
　ジャズ 
　ポピュラー・インストゥルメント 
　邦楽 
合　　計 

０ 
１１ 
７ 
３ 
１ 
２５ 
１４ 
０ 
６ 
１ 
４ 
０ 
３６ 

－ 
１０ 
６ 
３ 
１ 
２４ 
１３ 
－ 
６ 
１ 
４ 
－ 
３４ 

志願 
者数 

合格 
者数 

作曲学科 
　作曲専攻 
　音楽学専攻 
声楽学科 
器楽学科 
　ピアノ専攻 
　オルガン専攻 
　管楽器専攻 
　弦楽器専攻 
　打楽器専攻 
　邦楽専攻 
合　　計 

６ 
４ 
２ 
１６ 
７１ 
３６ 
０ 
２９ 
２ 
４ 
０ 
９３ 

１ 
１ 
０ 
１５ 
６０ 
３２ 
－ 
２４ 
１ 
３ 
－ 
７６ 

大阪音楽大学 
音楽学部 

一般入試A日程 推薦入試 
（公募＋特別） 

志願者数 

大学院音楽研究科 

合格者数 

３ 
３ 
０ 
２２ 
１２０ 
５７ 
０ 
５０ 
６ 
５ 
２ 

１４５ 

２ 
２ 
－ 
２０ 
１１０ 
５４ 
－ 
４４ 
６ 
４ 
２ 

１３２ 

志願者数 合格者数 

作曲コース 
声楽コース 
ピアノ・コース 
管楽器コース 
弦楽器コース 
打楽器コース 
邦楽コース 
ジャズ・コース 
ポピュラー・コース 
ミュージカル・コース 
電子オルガン・コース 
合　　計 

１ 
４ 
１２ 
１０ 
１ 
１ 
０ 
２ 
６ 
０ 
０ 
３７ 

１ 
４ 
１１ 
９ 
０ 
１ 
－ 
２ 
５ 
－ 
－ 
３３ 

大阪音楽大学短期大学部 
音楽科 

一般入試A日程 推薦入試 
（公募＋特別） 

志願者数 合格者数 

２ 
２１ 
６３ 
５４ 
４ 
７ 
１ 
５ 
３９ 
４ 
１４ 
２１４ 

２ 
２１ 
６２ 
５３ 
４ 
７ 
１ 
５ 
３３ 
４ 
１３ 
２０５ 

志願者数 合格者数 

　
こ
の
ほ
ど
実
施
し
た
１０
年
度
の
各
入
学
試
験
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
大
学
・

短
大
一
般
入
試
Ｂ
日
程
と
大
学
院
後
期
日
程
の
結
果
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

※
ピ
ア
ノ
演
奏
家
特
別
コ

ー
ス 

一
般
入
学
試
験
Ａ
日
程
志

願
者
１４
人
、
合
格
者
９
人
。

推
薦
入
学
試
験
で
ピ
ア
ノ

専
攻
に
合
格
し
た
者
の
う

ち
希
望
者
に
対
し
て
実
施

す
る
「
コ
ー
ス
変
更
審
査
」

の
申
込
者
６
人
、
許
可
者

１
人
。 

専攻 

作曲 

声楽 

器楽 

合　　　計 

研究室 
作　曲 
音楽学 
オペラ 
歌　曲 
ピアノ 
管弦打 

 
２ 
０ 
１０ 
４ 
４ 
５ 
２５ 

志願者数  
２ 
－ 
１ 
１ 
３ 
１ 
８ 

合格者数 
前期日程 

’１０
年
度
大
学
・
短
大 

入
試
関
連
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

《２０１０年》 
６/１（火） 

 

 

６/３０（水）～７/６（火） 

 

７/２９（木） 

 

７/３０（金）～８/１（日） 

８/２（月） 

８/９（月）～１２（木） 

８/２８（土）～２９（日） 

９/３（金）～７（火） 

９/１９（日） 

１０/１１（月） 

１１/１（月）～６（土） 

１１/２０（土）～２３（火） 

１１/３０（火）～１２/６（月） 

 

１２/２４（金）～２６（日） 

１２/２７（月） 

《２０１１年》 
１/１８（火）～２４（月） 

２/９（水）～１２（土） 

２/２４（木）～３/２（水） 

３/１４（月）～１７（木） 

３/２２（火）～２３（水） 

３/２３（水） 

 

２０１１年度大学・短大 入学試験要項発行 

２０１１年度短大進学実技適性テスト実施要項発行 

受験講座（夏期・冬期）募集要項発行 

受験講座（夏期）申込受付 

第６０回到達度テスト受験申込受付 

真夏のオープンキャンパス 
第６１～６３回到達度テスト実施要項発行 

受験講座（夏期） 

第６０回音楽基礎科目到達度テスト 

同窓会《幸楽会》特別推薦実技認定審査申込受付 

同窓会《幸楽会》特別推薦実技認定審査 

２０１１年度短大進学実技適性テスト申込受付 

２０１１年度短大進学実技適性テスト 

秋のオープンキャンパス 
２０１１年度大学・短大 公募・特別推薦入試願書受付 

２０１１年度大学・短大 公募・特別推薦入学試験 

受験講座（冬期）申込受付 

第６１回到達度テスト受験申込受付 

受験講座（冬期） 

第６１回音楽基礎科目到達度テスト 

 

２０１１年度大学・短大 一般入試Ａ日程願書受付 

２０１１年度大学・短大 一般入学試験Ａ日程 

第６２回到達度テスト受験申込受付 

２０１１年度大学・短大 一般入試Ｂ日程願書受付 

２０１１年度大学・短大 一般入学試験Ｂ日程 

第６２回音楽基礎科目到達度テスト 

7 
　29
10 
　  11
・ 

 

各地で開催される進学相談会に本学ブースを設け、大学スタッフ
が来場されたみなさん（高校生や保護者、高校教員など）の質問、
相談にお答えします。主催者側の都合により、日時などが変更に
なることもあります。詳細は本学ホームページでご確認ください。 

入試の質問や相談は 
本学ブースでどうぞ 

２０１０年度進学相談会予定 
 
 
６月１６日 （水） 
６月１７日 （木） 
 
 
４月１４日 （水） 
４月２０日 （火） 
４月２８日 （水） 
５月８日 （土） 
５月１１日 （火） 
５月１２日 （水） 
５月１７日 （月） 
５月２８日 （金） 
６月２日 （水） 
６月４日 （金） 
６月１５日 （火） 
７月１４日 （水） 
７月１９日（月・祝） 
 
 
５月２４日 （月） 
５月２５日 （火） 
５月２７日 （木） 
 
 
５月３１日 （月） 
６月１日 （火） 
６月２日 （水） 
６月３日 （木） 
６月４日 （金） 

 
 
福 井  
金 沢  
 
 
泉 北  
姫 路  
和 歌 山  
大 阪  
高 槻  
京 都  
奈 良  
須 磨  
大 阪  
京 都  
神 戸  
大 阪  
大 阪  
 
 
岡 山  
福 山  
広 島  
 
 
徳 島  
高 松  
高 知  
新 居 浜  
松 山  

 
 
フェニックス・プラザ 
金沢駅もてなしドーム 
 
 
国際障害者交流センター（ビッグ・アイ） 
ホテル日航姫路 
和歌山ＪＡビル 
大阪スカイビル　タワーウエスト 
高槻現代劇場文化ホール 
アバンティビル 
なら１００年会館 
須磨パティオ 
天王寺ミオ 
京都産業会館 
生田神社会館 
インテックス大阪 
大阪府教育センター 
 
 
岡山コンベンションセンター 
福山ニューキャッスルホテル 
基町クレド 
 
 
ホテルクレメント徳島 
全日空ホテルクレメント高松 
高知新阪急ホテル 
リーガロイヤルホテル新居浜 
松山市総合コミュニティセンター体育館 

１０
年
度
入
学
試
験
結
果 

北陸地区 

近畿地区 

中国地区 

四国地区 
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大
阪
音
楽
大
学
の
学
生
自
主
公
演
オ

ペ
ラ
「
Ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｉ
２
０
１
０
」
は
喜

歌
劇
「
天
国
と
地
獄
」
（
全
２
幕
）
。

５
月
２
日
１７
時
か
ら
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
催
さ
れ
ま
す
。 

　
入
場
整
理
券
の
申
し
込
み
は

４
月
１６
日
（
金
）
必
着
。
往
復

は
が
き
１
枚
に
整
理
券
１
枚
と

し
ま
す
。
あ
て
先
は
〒
５
６
１

―

８
５
５
５ 

豊
中
市
庄
内
幸
町

１
―

１
―

８
　
大
阪
音
楽
大
学
コ

ン
サ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
。 

　
「
天
国
と
地
獄
」
は
ギ
リ
シ

ャ
悲
劇
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
オ

ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
の
代
表
的
な

オ
ペ
レ
ッ
タ
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
独
奏
や
ダ
ン
ス
も
あ
り
、
力

量
が
問
わ
れ
る
作
品
。
Ｔ
ｕ
ｔ

ｔ
ｉ
で
も
上
演
は
初
め
て
。
そ

れ
だ
け
に
、
学
生
た
ち
は
バ
レ

エ
や
新
体
操
の
経
験
が
あ
る
学

生
を
募
集
し
、
６
人
の
ダ
ン
サ

ー
を
選
ぶ
な
ど
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
制
作
の
佐
々

木
彩
乃
さ
ん
（
大
４
・
ピ
ア
ノ
）

は
「
こ
の
公
演
が
出
演
者
、
裏

方
の
ス
タ
ッ
フ
、
お
客
様
、
Ｔ

ｕ
ｔ
ｔ
ｉ
に
関
わ
る
す
べ
て
の

人
た
ち
に
感
動
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
問
い
合
わ
せ
は
佐
々

木
さ
ん
（
０
９
０
―

７
０
８
１
―

０
１
８

８
）
へ
。 

Tｕｔｔｉ「天国と地獄」申し込みは４月１６日必着 

畠山歩美さんの 

香港異動余話 

　
異
動
の
手
続
き
の
こ
と
も
あ
っ
て
、

２
月
に
ほ
ん
の
少
し
帰
国
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
の
土
を
踏
む
の
は
半
年
ぶ
り
。

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た

が
、
様
々
な
考
え
を
巡
ら
す
帰
国
に
な

り
ま
し
た
。
学
生
オ
ペ
ラ

を
観
た
り
、
大
学
時
代
の

懐
か
し
い
方
た
ち
と
も
お

会
い
で
き
た
の
で
、
結
局

は
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
ね
。 

　
日
本
っ
て
マ
ナ
ー
は
そ

れ
な
り
に
良
い
国
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
モ
ラ
ル
は

低
く
な
り
つ
つ
あ
る
ん
で

は
、
と
少
し
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、
電
車
の

中
で
大
阪
音
大
の
学
生
が
広
々
と
席
を

占
領
し
た
り
、
携
帯
で
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ

喋
っ
た
り
…
。
こ
れ
に
は
が
っ
か
り
と

い
う
か
、
失
望
し
ま
し
た
。 

　
私
が
海
外
に
出
た
日
本
人
と
し
て
一

番
強
み
に
思
え
る
こ
と
は
、
音
楽
を
通

し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
を
は
じ
め
様
々
な
国

の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

る
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
国
の
文

化
を
理
解
で
き
る
の
は
、
音
楽
が
あ
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
音
楽

を
専
門
に
や
っ
て
い
る
人
は
、
自
信
を

持
っ
て
外
に
出
て
行
け
る
だ
け
の
力
は

持
っ
て
い
る
、
と
言
い
切
れ
ま
す
。 

　
特
に
そ
れ
を
感
じ
た
の
は
、
今
回
帰

国
し
て
学
生
オ
ペ
ラ
を
観
た
時
で
す
。

オ
ペ
ラ
を
上
演
す
る
っ
て
本
当
に
大
変

な
こ
と
だ
し
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

大
音
の
学
生
っ
て
本
当
に
す
ご
い
力
を

持
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
、
つ
く
づ
く

思
い
ま
し
た
。
大
音
生
が
も
っ
と
社
会

で
活
躍
し
て
欲
し
い
っ
て
最
近
本
当
に

思
い
ま
す
。 

　
今
の
日
本
は
物
資
が
溢
れ
返
っ
て
い

て
、
物
の
豊
か
さ
で
心
を
満
た
し
て
い

る
気
が
し
ま
す
。
日
本
に
憧
れ
て
い
る

発
展
途
上
国
の
人
た
ち
と
話
し
て
い
て

恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。
き
れ
い
で
住

み
や
す
い
日
本
だ
け
で
な
く
、
生
き
や

す
い
日
本
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
、
心
か

ら
思
い
ま
す
。 

　
と
、
こ
ん
な
感
じ
で
日
本
に
つ
い
て

少
し
思
っ
た
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

次
は
新
天
地
・
香
港
か
ら
お
便
り
し
ま

す
ね
。 

■第３回ベーテンピアノコンクール全国大会
大学・一般Ａ自由曲コース グランプリ 中西
裕子（０５年大専修・ピアノ）＝１２月２２日、すみ

だトリフォニ―ホール。ベーテンピアノ協会主催 

■第３回関西ピアノ・オーデ
ィション スペシャル部門 グ
ランプリ 姫島亜依（大３・ピ
アノ）＝１月１０日、アゼリア大

正ホール。日本ピアノ研究会

主催  

■第４０回イタリア声楽コン
コルソミラノ部門 イタリア
大使杯 藤原未佳子（０７年

院修・ソプラノ）＝１月１０日、銀

座ブロッサムホール。毎日新

聞社、日本イタリア協会主催 

■第１５回KOBE国際音楽コンクール 声楽
Ｃ部門大学・一般の部 最優秀賞、神戸市長
賞 藤村江李奈（０８年大専修・ソプラノ）＝１月

１０日、ハーバーホール。KOBE国際音楽コン

クール実行委員会主催 

　グラン･マエストロ･ナカガワ記念第１回

Concorso Music Arte （日本イタリア協会主

催）が１月１１日、東京・アニエッリホールで行わ 

れ、喜多美幸さん（９４年大卒･

ソプラノ）が大学･専攻科･

大学院･一般の部で 金賞

を受賞しました。 

　このコンクールは関西オペラの草分けで、

音楽を通してイタリアと日本の懸け橋になった

故中川牧三氏を称えるために創設されました。 

　金賞を受賞した喜多さんは７月末にイタリア・

世界最古の屋内劇場テアトロ･オリンピコで開

催されるフェスティバルに日本代表として出場

することに決まりました。 

中
西
裕
子 

藤
原
未
佳
子
 
藤
村
江
李
奈
 

喜
多
美
幸 

敬称略 コンクール 

最古の屋内劇場で演奏決定 

半
年
ぶ
り
に
帰
国
し
て 
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客席に向かって指揮する受講生 
２月２８日　ミレニアムホール 

 

次
代
へ
語
り
継
ぎ
た
い
ゆ
か
り
の
先

人
と
し
て
、
鳥
取
市
が
発
刊
し
た
人
物

誌
「
き
ら
め
く
１
２
０
人
」
＝
写
真
＝

に
、
大
阪
音
楽

大
学
の
創
立
者
、

永
井
幸
次
（
１

８
７
４
年
―
１

９
６
５
年
）
が

取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
市

制
１
２
０
年
を

記
念
、
市
の
発

展
に
貢
献
し
た

人
や
、
市
民
の
誇
り
と
な
る
よ
う
な
人

た
ち
の
活
躍
や
功
績
を
紹
介
し
た
も
の

で
、
定
価
は
税
込
み
で
千
円
。 

 

人
物
誌
に
よ
る
と
、
永
井
は
東
京
音

楽
学
校
卒
業
後
、
静
岡
師
範
に
赴
任
し

た
際
、
楽
器
製
造
会
社
の
祖
、
山
葉
虎

楠
と
知
り
合
い
、
オ
ル
ガ
ン
の
修
理
技

術
を
身
に
付
け
た
こ
と
、
大
阪
府
立
清

水
谷
高
等
女
学
校
を
音
楽
教
育
の
モ
デ

ル
校
に
仕
立
て
上
げ
た
こ
と
、
私
立
大

阪
音
楽
学
校
を
創
立
し
、
そ
の
後
に
大

阪
音
楽
大
学
と
な
っ
て
学
長
に
就
任
し
、

「
音
楽
と
夢
を
追
っ
て
奮
闘
努
力
し
た

人
」
と
し
て
鳥
取
市
史
執
筆
委
員
で
永

井
幸
次
の
研
究
者
で
も
あ
る
鈴
木
恵
一

さ
ん
が
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
同
じ
次
代
に
活
躍
し
、
名
曲

の
数
々
を
作
っ
た
岡
野
貞
一
や
言
文
一

致
唱
歌
を
提
唱
し
た
田
村
虎
蔵
の
項
も

鈴
木
さ
ん
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。 

　
独
創
的
な
合
唱
曲
を
次
々
と
発
表
す

る
作
曲
家
、
木
下
牧
子
氏
を
講
師
に
迎

え
、
自
作
に
つ
い
て
、
ま
た
日
本
語
の

合
唱
曲
を
ど
う
歌
え
ば
聴
き
手
に
伝
わ

る
か
に
つ
い
て
、
里
井
宏
次
本
学
教
授

と
対
談
し
ま
し
た
。「
合
唱
に
な
じ
み

の
な
い
人
が
ふ
と

聴
い
て
癒
さ
れ
る

音
楽
、
若
い
人
が

思
わ
ず
歌
い
た
く

な
る
合
唱
曲
を
書

き
た
い
」
と
語
る

木
下
氏
。
「
仕
上

げ
は
言
葉
と
音
楽

の
密
着
度
。
日
本

語
の
合
唱
曲
を
歌

う
に
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
発
声
と
、
朗

読
の
デ
ィ
ク
シ
ョ

ン
を
合
体
さ
せ
る

の
が
理
想
的
」
と

述
べ
ま
し
た
。
講

座
で
は
木
下
氏
の

「
お
ん
が
く
」「
４４

わ
の
べ
に
す
ず
め
」
な
ど
を
、
里
井
教

授
の
指
揮
で
、
ザ
・
タ
ロ
ー
シ
ン
ガ
ー

ズ
が
合
唱
。
指
揮
者
コ
ー
ス
の
受
講
生

も
ス
テ
ー
ジ
で
木
下
氏
の
作
品
を
指
揮

し
、
作
品
の
解
釈
に
つ
い
て
直
接
質
問

す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
八
田
惇
教
授
の
翻
訳
・
校
閲
に
よ
る

Ｆ
・
シ
ョ
パ
ン
作
曲
「
ノ
ク
タ
ー
ン
第

２
集
」
コ
ル
ト
ー
版
の
日
本
語
編
が
、

１
月
１５
日
全
音
楽
譜
出
版

社
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

菊
倍
判
６３
ペ
ー
ジ
で
、
定

価
は
２
５
０
０
円
＋
税
。

ノ
ク
タ
ー
ン
と
い
う
言
葉

を
最
初
に
使
っ
た
の
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

生
ま
れ
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
兼
作
曲
家
で
し
た
。
シ
ョ

パ
ン
は
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ノ
ク
タ
ー
ン
か

ら
感
銘
を
受
け
て
、
こ
の
形
式
で
２１
曲

作
曲
し
ま
し
た
。
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
か

ら
は
フ
ィ
ー
ル
ド
の
よ
う
に
一
面
的
で

な
く
、
よ
り
幅
広
く
深
い
表
現
の

可
能
性
を
追
求
し
、
内
省
的
な
も

の
か
ら
劇
的
な
も
の
ま
で
、
多
様

な
表
現
力
を
持
っ
た
独
自
の
詩
の

世
界
が
見
ら
れ
ま
す
。
第
２
集
に

は
作
品
３７
、
作
品
４８
、
作
品
５５
、
作
品

６２
の
８
曲
が
収
め
ら
れ
、
コ
ル
ト
ー
の

作
品
解
釈
や
練
習
方
法
な
ど
も
詳
細
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

　『
大
阪
音
楽
大
学
研
究
紀
要 

第
四
十

八
号
』
が
１
月
２０
日
に
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
同
書
に
は
論
文
と
し
て
長
岡
紫
「
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
残
照
か
ら

未
来
へ
」、
加
藤
由
紀
「
シ

ュ
ー
マ
ン
の
リ
ー
ト
に
お

け
る
終
わ
ら
な
い
終
止
」、

井
口
淳
子
「
上
海
租
界
―

日
本
の
洋
楽
受
容
史
の
再
検
討
に
向
け

て
」、
西
村
理
「『
音
楽
雑
誌
ア
ン
ブ
ル

ッ
フ
』
の
社
会
政
治
的
な
意
味
」、
北

見
真
智
子
「
新
潟
県
の
大
須
戸
能
に
お

け
る
伝
承
演
目
の
推
移
」、
竹
田
和
子

「
Ｅ
・
マ
ル
リ
ッ
ト
の
『
後
妻
』
に
つ

い
て
」、
中
山
明
子
「
中
世
後
期
都
市

コ
ム
ー
ネ
の
平
和
と
秩
序
に
関
す

る
一
考
察
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｂ
５
判
１
４
４
頁
。
ご

希
望
の
方
は
本
学
研
究
事
務
部
門

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
国
立
情
報
学
研
究
所
の
「N

II

論
文

情
報
ナ
ビ
ゲ
ー
タC

iN
ii

」
（h

ttp
:// 

ci.nii.ac.jp/ja

）
で
も
、「
大
阪
音
楽
大

学
」
で
検
索
す
る
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

鳥
取
市
制
１
２
０
年
で
人
物
誌 

本
学
創
立
者
の
永
井
幸
次
紹
介 

サ
テ
ラ
イ
ト
・
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス  

合
唱
指
揮
者
コ
ー
ス  

オ
ー
プ
ン
講
座 

「
日
本
語
を
歌
う
」 

講
師  

木
下
牧
子  

里
井
宏
次 

八
田
惇
教
授
翻
訳  

コ
ル
ト
ー
版「
ノ
ク
タ
ー
ン
第
２
集
」 

大
阪
音
楽
大
学
研
究
紀
要 

第
四
十
八
号 
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八田惇　大阪音楽大学大学院修了、
エコール・ノルマル・パリ音楽院留学。
ピアノソロ、室内楽、協奏曲など演奏
活動に加え、講演、公開レッスンも行
う。ショパン協会関西支部会員。 

　
今
年
は
シ
ョ
パ
ン
生
誕
２
０
０
年
。「M

use

」
で
は
本
学
教
員
が
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
シ
ョ
パ
ン
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
新
シ
リ
ー
ズ
「A

p
p
roach

 

to 
C
h
op
in

」
を
始
め
ま
す
。
第
一
回
は
楽
譜
。
シ
ョ
パ
ン
の
楽
譜
の
な
か

で
、
２０
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
コ
ル
ト
ー
の
校

訂
版
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
視
点
か
ら
独
自
の
注
釈
を
施
し
た
楽
譜
で
す
。
長

年
翻
訳
に
携
わ
ら
れ
た
八
田
教
授
が
コ
ル
ト
ー
版
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
シ
ョ
パ
ン
の
楽
譜
に
は
パ
デ
レ
フ
ス

キ
版
、
ヘ
ン
レ
版
、
最
新
の
エ
キ
エ
ル

版
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
版
が
あ
り
ま
す
。

私
が
コ
ル
ト
ー
版
に
関
心
を
持
ち
、
翻

訳
を
考
え
た
の
は
、
大
学
院
修
了
後
、

コ
ル
ト
ー
が
創
設
し
た
エ
コ
ー
ル
・
ノ

ル
マ
ル
・
パ
リ
音
楽
院
に
留
学
し
、
か

つ
て
コ
ル
ト
ー
の
も
と
で
全
面
的
に
支

え
て
い
た
ジ
ュ
ル
・
ジ
ャ
ン
テ
ィ
に
つ

い
て
学
ん
で
い
る
と
き
で
し
た
。
帰
国

後
８１
年
に
シ
ョ
パ
ン
の
「
エ
チ
ュ
ー
ド

作
品
１０
」
の
訳
を
し
始
め
ま
し
た
。
そ

の
と
き
私
の
ピ
ア
ノ
の
先
生
で
あ
っ
た

池
田
洋
子
先
生
（
現
神
戸
女
学
院
名
誉

教
授
　
０９
年
か
ら
本
学
客
員
教
授
）か
ら

音
楽
評
論
家
の
遠
山
一
行
先
生
を
紹
介

さ
れ
、
出
版
を
お
願
い
し
、快
諾
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。最
初
に
「
エ
チ
ュ
ー

ド
　
作
品
１０
」
の
日
本
語
編
を
出
版
し

た
の
が
８３
年
で
、
そ
れ
以
来
２７
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
現
在
エ
チ
ュ
ー
ド
作
品

１０
、
作
品
２５
、
バ
ラ
ー
ド
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
、

ア
ン
プ
ロ
ン
プ
チ
ュ
、
ソ
ナ
タ
作
品
３５
、

作
品
５８
、
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
、
ワ
ル
ツ
集
、

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
集
、
３
冊
の
マ
ズ
ル
カ
集
、

ノ
ク
タ
ー
ン
第
１
集
、
第
２
集
、
作
品

集
第
１
集
と
、
１７
冊
の
出
版
を
終
え
て

い
ま
す
。
シ
ョ
パ
ン
生
誕
２
０
０
年
に

あ
た
る
今
年
に
は
、
作
品
集
第
２
集
を

出
し
、
シ
ョ
パ
ン
の
１８
冊
の
コ
ル
ト
ー

版
を
完
成
さ
せ
る
計
画
で
す
。 

　
コ
ル
ト
ー
版
は
原
典
版
と
い
う
よ
り

も
、
コ
ル
ト
ー
の
個
人
的
解
釈
を
主
と

し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
指
使
い
、
フ

レ
ー
ジ
ン
グ
、
強
弱
、
表
情
記
号
、
ス

ラ
ー
、
ト
リ
ル
、譜
割
、
ペ
ダ
ル
な
ど

コ
ル
ト
ー
の
個
人
的
考
え
に
基
づ
い
た

要
素
が
多
分
に
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
ど
の
楽
譜
に
も
コ
ル
ト
ー
の
言

葉
と
し
て
「
単
に
難
し
い
パ
ッ
セ
ー
ジ

を
そ
の
ま
ま
練
習
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
を
基
本
的
な
特
質
ま
で
掘
り
下
げ

て
、
そ
の
パ
ッ
セ
ー
ジ
に
含
ま
れ
て
い

る
難
し
さ
を
勉
強
す
る
」
と
、
明
確
に

示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て

各
作
品
に
は
詳
細
な
指
導
的
説
明
文
が

付
い
て
い
て
、
演
奏
解
釈
お
よ
び
実
践

的
ア
ド
バ
イ
ス
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
演
奏
上
有
効
で
、
音
楽
表
現

の
大
き
な
支
え
と
な
り
、
勉
強
の
基
本

的
姿
勢
を
表
し
て
い
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ル

ト
ー
版
　
シ
ョ
パ
ン
　
ノ
ク
タ
ー
ン
　

第
２
集
」
の
作
品
３７
の
２
、
冒
頭
の
解

説
部
分
を
み
る
と
、
「
音
楽
は
ま
さ
に

流
動
的
な
舟
歌
の
リ
ズ
ム
の
上
に
、
右

手
の
重
音
の
し
な
や
か
な
曲
線
で
波
に

戯
れ
る
き
ら
め
き
。
気
ま
ぐ
れ
な
抑
揚

の
ま
ま
波
の
律
動
と
一
つ
に
な
っ
た
水

夫
の
子
守
歌
。
夜
の
闇
と
海
が
安
ら
か

な
神
秘
さ
で
、
響
き
の
静
か
な
広
が
り

を
包
み
込
む
」
と
文
学
的
表
現
で
曲
想

を
喚
起
す
る
一
方
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
関

し
て
も
、
右
手
の
重
音
の
フ
レ
ー
ズ
を

な
め
ら
か
に
弾
く
た
め
に
、
音
形
が
要

求
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
習
得
す
る
練
習

法
を
例
示
し
て
い
ま
す
。 

　
た
だ
し
こ
れ
ら
の
コ
ル
ト
ー
版
の
多

く
は
彼
が
比
較
的
若
い
時
代
の
仕
事
で

あ
り
、
彼
の
最
初
の
妻
が
文
豪
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
の
妻
だ
っ
た
人
で
、
そ
の
父
親

も
修
辞
学
の
大
家
で
し
た
か
ら
、
彼
も

自
然
に
難
し
い
言
葉
遣
い
を
習
得
し
た

そ
う
で
、
彼
の
文
章
に
は
い
た
る
と
こ

ろ
に
そ
の
影
響
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
修
飾
語
が
多
く
な
り
、

セ
ン
テ
ン
ス
が
か
な
り
長
く
な
っ
て
し

ま
い
、
コ
ル
ト
ー
版
の
フ
ラ
ン
ス
語
が

今
の
時
代
に
は
使
わ
れ
な
い
、
難
し
い

も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。 

　
コ
ル
ト
ー
の
活
動
に
は
上
に
書
い
て

き
た
９０
冊
以
上
の
コ
ル
ト
ー
版
や
ピ
ア

ノ
メ
ト
ー
ド
（
ピ
ア
ノ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

の
合
理
的
原
理
）
の
ほ
か
、
著
書
と
し

て
「
シ
ョ
パ
ン
」
や
「
フ
ラ
ン
ス
・
ピ

ア
ノ
音
楽
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
が
、

彼
の
仕
事
の
中
心
は
演
奏
活
動
で
あ
り
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
な
ど
の
指
揮
活
動
を
は
じ

め
、
ピ
ア
ノ
演
奏
で
は
ソ
ロ
、
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
、
室
内
楽
な
ど
幅
広
い
領
域
を
占

め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
レ
ッ

ス
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
公
開
講
座
も
数
多

く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
こ
の
よ
う
な
コ
ル
ト
ー
の
仕
事
や

活
動
が
い
つ
の
時
代
に
も
音
源
と
し
て
、

楽
譜
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
は
本
当

に
貴
重
で
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
継
承
す
る
、
し
な
い
の
如
何

に
か
か
わ
ら
ず
、
大
切
な
音
楽
表
現
の

資
料
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

ショパン生誕200年記念 
Approach to Chopin 
vol.1　楽譜 

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ル
ト
ー
版 

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
眼
と
指
で
作
品
を
解
釈 

教
授
　
八
田
　
惇 
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幸楽会のホームページ　http://www.kougakukai.net/ 
Ｅ－mailアドレス　kougaku@daion.ac.jp 
 

幸　楽　会 
大阪音楽大学創立95周年記念 

卒業生限定オープンキャンパス 
４月２５日（日）１０時～１３時　大阪音楽大学 

幸楽会総会 
４月２５日（日）１４時　ミレニアムホール 

 　２０１０年は母校創立９５周年。幸楽会では９５周年
記念プロジェクトとして、卒業生限定の幸楽会オー
プンキャンパスと総会を一挙開催します。公開レッス
ンや在学生がご案内するキャンパスツアーも行いま
すので、どうぞ２１世紀の母校へおこしください。詳
細は３月にお送りした幸楽会だよりをご覧ください。 

ホームカミングデー 

２つの顔を持つピアノの詩人 

浦
山
弘
三
名
誉
教
授
死
去 

８４歳 ７７歳 

大
阪
音
大
理
事
の 

粟
飯
原
眞
氏
死
去 

　
美
し
い
ピ
ア
ノ
曲
を
作
曲
し
、
今
も

ピ
ア
ノ
の
詩
人
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る

シ
ョ
パ
ン
は
、
１
８
１
０
年
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
は
ち
ょ
う

ど
生
誕
２
０
０
年
で
す
。

シ
ョ
パ
ン
は
２
つ
の
顔
を

持
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は

民
族
的
な
顔
、
も
う
一
つ

は
都
会
的
な
顔
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
生
ま
れ
育
ち
、
農

民
の
音
楽
に
親
し
ん
だ
シ

ョ
パ
ン
の
民
族
的
な
ル
ー

ツ
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
の
は
、
マ

ズ
ル
カ
や
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
。
パ
リ
で
華
や

か
な
サ
ロ
ン
に
出
入
り
し
て
芸
術
家
と

交
流
し
、
活
躍
し
た
シ
ョ
パ
ン
の
都
会

的
な
面
は
、
ノ
ク
タ
ー
ン
や
ワ
ル
ツ
な

ど
洗
練
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
曲
と
し
て
実
を

結
び
ま
し
た
。 

　
岸
本
雅
美
講
師
が
エ
チ
ュ
ー
ド
「
別

れ
の
曲
」
や
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
「
雨
だ
れ
」

の
ほ
か
「
軍
隊
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」、
マ
ズ

ル
カ
、
ノ
ク
タ
ー
ン
な
ど
シ
ョ
パ
ン
の

名
曲
を
演
奏
し
、
繊
細
で
、
優
雅
で
、

そ
し
て
激
し
い
シ
ョ
パ
ン
の
底
知
れ
ぬ

魅
力
を
披
露
。
日
下
部
氏
と
の
対
談
で

は
、「
シ
ョ
パ
ン
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
と

っ
て
絶
対
は
ず
せ
な
い

作
曲
家
。
昨
年
シ
ョ
パ

ン
よ
り
少
し
前
に
活
躍

し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
女

流
作
曲
家
マ
リ
ヤ
・
シ

マ
ノ
フ
ス
カ
の
作
品
を

演
奏
す
る
機
会
が
あ
り
、

学
生
時
代
の
シ
ョ
パ
ン
も
影
響
を
受
け

た
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

シ
ョ
パ
ン
に
対
す
る
新
た
な
見
方
が
加

わ
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。 

　
浦
山
弘
三
名
誉
教
授
（
声
楽
）
が
１０

年
２
月
１５
日
、
肺
炎
で
死
去
さ
れ
ま
し

た
。
８４
歳
で
し
た
。
葬
儀
は
近
親
者
で

営
ま
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
妻
の
眞
紀
子

さ
ん
。 

　
浦
山
名
誉
教
授
は
１
９
５
８
年
（
昭

和
３３
年
）
に
専
任
講
師
と
な
り
、
助
教

授
を
経
て
６５
年
（
昭
和
４０

年
）
か
ら
９４
年
（
平
成
６

年
）
ま
で
教
授
を
務
め
ま

し
た
。
こ
の
間
、
大
学
院

歌
曲
研
究
室
主
任
、
音
楽
研
究
所
の
初

代
所
長
、
大
学
教
授
会
議
長
、
学
校
法

人
大
阪
音
楽
大
学
理
事
を
歴
任
。
関
西

二
期
会
の
委
員
長
や
常
任
理
事
を
務
め

ま
し
た
。 

　
演
奏
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
大
阪
文

化
祭
奨
励
賞
、
２
年
連
続
の
大
阪
文
化

祭
賞
本
賞
、
音
楽
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
・
ク

ラ
ブ
賞
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し

た
。
著
書
、
論
文
に
は
研
究
発
表
「
音

楽
教
育
に
於
け
る
創
造
性
の
開
発
」
（
共

同
研
究
）
な
ど
が
あ
り
、
０６
年
春
の
生

存
者
叙
勲
で
は
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。 

   

　
学
校
法
人
大
阪
音
楽
大
学
理
事
の
粟

飯
原
眞
氏
が
２
月
２４
日
、
中
咽
頭
が
ん

で
死
去
さ
れ
、
２６
日
に
大
阪
市
淀
川
区

内
で
葬
儀
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
７７
歳
で

し
た
。
喪
主
は
弟
、
滋
氏
。 

　
粟
飯
原
氏
は
産
経
新
聞
文
化
部
編
集

委
員
だ
っ
た
９４
年
か
ら
現
在
ま
で
本
学

理
事
。
９６
年
１
月
か
ら
９８
年
１１
月
ま
で

同
評
議
員
も
務
め
ま
し
た
。 

ミレニアムホール特別講座 
『ショパンのふるさとは、やはりポーランド』 
講師　日下部吉彦　ピアノ独奏　岸本雅美 

２月２７日　ミレニアムホール 

Ｐｅｒｃｕｓｓｉｏｎ Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ Ｂｅａｔ ＪＡＣＫ＃５ 
４月５日（月）１９時 
伊丹アイフォニックホール 
一般２０００円　高校生以下１５００円 
内山光知子　池田安友子　高鍋歩　安永早絵子 
1０９０-８１６８-７２６７　高鍋 

西村紀子の“春を呼ぶコンサート＆お食事会” 
４月６日（火）１２時　芦屋モノリス 
会員１０８００円　一般１２０００円 
ソプラノ　西村紀子　ピアノ　阪本康生 
1０７２-６４０-０６３３ 

フルートアンサンブルＳＡＫＵＲＡジェンヌ 
第２回定期演奏会 
４月８日（木）１９時　前売３５００円　当日４０００円 
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール 
平岡洋子　吉岡美恵子　石井洋子　上野議子 
内宮千尋　浦野優子　大塚祥子　河合佑美　他 
1０９０-１４８８-９３２０　川端 

淡路島在住のフルーティストが贈る 
フルートリサイタル　田中麻衣 
４月１１日（日）１４時 
市民交流センタービバホール 
一般１５００円　学生１０００円 
田中麻衣　岡村美佳　松尾京子 
1０９０-１９５８-３３０８　田中 
Ｈ．ヴィラーロボスからブラジルとの交流を開く 
５月２日（日）１３時３０分　３０００円 
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール 
弘井俊雄　松永栄子　阪本朋子　四柳由恵 
田所清克　　丸真理　畑由美子 
1０７９８-６８-０２５５　芸術文化センターチケットオフィス 

スペインの風、フランスの息吹 
５月９日（日）１４時　２０００円 
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール 
亀谷扶美江　神垣文恵　笹井朋香 
1０７８-８２１-８５５１　音空間 

濱田崇史サクソフォンリサイタル 
５月２０日（木）１９時 
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール 
前売一般２５００円　学生１５００円（当日各５００増） 
1０６-６３７７-１１１７　ドルチェ楽器 

《幸楽会》後援演奏会 

大阪音楽大学後援演奏会 
 

超絶技巧のクラリネットと魅惑のヴァイオリンの調べ 
５月２２日（土）１４時　世良美術館 
前売３５００円　当日４０００円 
ミケーレ・インチェンツォ　 
山田慶子　眞殿美和子 

ブラスアンサンブル・ブリオン１０周年記念コンサート 
５月２９日（土）１９時　豊中市立ローズ文化ホール 
一般１５００円　学生１０００円　当日３００円増 
西谷良彦　滝村洋子　永井孝治　竹本裕一 
山口真理子 
1０９０-８４６８-０６５５　滝村 

伊藤勝ピアノリサイタル 
６月８日（火）１９時　３０００円 
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール 
ショパン　ピアノソナタ　全３曲 
1０７９７-２２-７９５７　伊藤 



vol.211

20

次
号
発
行
予
定
５
月
２７
日
 

　大阪音楽大学短期大学部のジャ
ズコース・コンサートは２月１７日、初
めてミレニアムホールで開かれました。 
　第１部はCOMBO。ドリス・デイが
映画デビューした中の曲「It

,
s You 

Or No One」で幕開け。司会進行
は木村知之講師で、「この１年間、

学生たちは一生懸命に練習してき
ました。ソロの演奏中でも手が痛く
なるほど拍手してください」とあいさつ。
曲が終わると演奏者にインタビュー。
最初の西村伊代さん（アルト・サック
ス）に「この就職難に就職が決まっ
たそうですね」と問いかけると、西村

さんは「島村楽器でインストラクター
と楽器の販売を担当します」と答え
ました。すると会場から「オー」の声

が起きました。 
　第２部はBig Band。
「The Heat

,
s On」や１９６０

年代に現在の曲名に変え
てヒットした「Fly Me To 
The Moon」など６曲とア
ンコールに応えました。 

　
大
阪
音
楽
大
学
付
属
音
楽
幼
稚
園
の

「
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」
が
２
月
１３
日
、

ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

で
練
習
し
た
と
き
は
「
客
席
が
い
っ
ぱ

い
に
な
る
の
か
な
」
と
わ
く
わ
く
ど
き

ど
き
し
て
い
た
園
児
た
ち
。
幕
が
上
が

る
と
、
元
気
な
声
で
歌
っ
た
り
、
お
友

だ
ち
と
上
手
に
お
遊
戯
し
た
り
。 

　
一
生
け
ん
め
い
役
に
な
り
き
っ
て
、

象
の
ぐ
る
ん
ぱ
が
、
特
大
の
ビ
ス
ケ
ッ

ト
で
こ
ど
も
た
ち
と
仲
良
し
に
な
る
「
ぐ

る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
」
や
、
主
人
か

ら
追
い
出
さ
れ
た
動
物
た
ち
が
「
ブ
レ

ー
メ
ン
に
行
っ
て
お
ん
が
く
た
い
に
な

ろ
う
！
」
と
希
望
を
見
つ
け
て
旅
に
出

る
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
ん
が
く
た
い
」

な
ど
、
た
の
し
い
劇
あ
そ
び
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
モ
ノ
・
オ
ペ
ラ
、
歌
と
ダ
ン

ス
の
ス
テ
ー
ジ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
３

部
仕
立
て
。
第
１
部
は
モ
ノ
・
オ
ペ
ラ

「L
a 
V
oix
 
H
u
m
ain
e

　
人
間
の
声
」

よ
り
。
一
人
の
女
性
が
電
話
だ
け
を
相

手
に
、
感
情
も
あ
ら
わ
に
語
り
続
け
る

緊
迫
し
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
・
ド
ラ
マ
を
、

新
家
華
織
さ
ん
（
短
２
）
が
熱
演
。
第

２
部
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
２
大
ス
タ

ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
二
人
の
ワ
イ
ド
・

シ
ョ
ウ
」
。
カ
メ
ラ
リ
ハ
ー
サ
ル
の
設

定
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ナ
ン
バ
ー
を

散
り
ば
め
、
歌
と
ダ
ン
ス
の
華
や
か
な

ス
テ
ー
ジ
を
展
開
し
ま
し
た
。
第
３
部

は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
心
を
繋
ぐ
６
ペ
ン

ス
」
。
半
分
に
割
っ
た
６
ペ
ン
ス
に
込

め
ら
れ
た
幼
な
じ
み
の
恋
の
危
機
を
、

ほ
の
ぼ
の
と
コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
ま
し
た
。 

短大ジャズコース・コンサート ２月１７日 ミレニアムホール 

付属音楽幼稚園たのしみまショー 

ミュージカルへの招待 短大ミュージカル コース公演 

２月１３日オペラハウス ２月１３日オペラハウス 

２月２６日オペラハウス 

　
太
鼓
の
中
央
に
伸
び
た
棒
を

手
で
こ
す
っ
て
鳴
ら
す
サ
ン
ボ

ン
バ
と
呼
ぶ
摩
擦
太
鼓
で
す
。

こ
の
種
の
太
鼓
は
今
も
広
く
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
製
。 

楽器を奏でる人形たち 

太
鼓
を
こ
す
る
天
使
 

西岡信雄コレクションより（音楽博物館所蔵） 
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